
森林技術

日本森林技術協会

昭和26年9月4日 第三種郵便物認可　　 平成26年9月10日発行（毎月1回10日発行）　　　 通巻870号 ISSN　1349-452X

《論壇》これからの竹利用／岩井吉彌

《特集》竹の利用／佐藤研一／西村 修／野中重之

●知っておきたい／岩岡正博　●連載 森林再生の未来 4／（株）大林組
●第 59 回『森林技術賞』の業績紹介

Ｎo．８７０２０１４

９



野生動物による樹木の剥皮被害防止にお役立て下さい

リンロンリンロン テ プテ プ
トウモロコシ等の植物から生まれた生分解樹脂で作りました。

リンロンリンロンⓇⓇテープテープ
★剥皮防除資材として5年の

実績を有します。

★ リンロンテープを1巻使用
する事でおよそ400g＊の
CO２を削減できますを削減できます。＊参考値

（PP及びPEテープを使用したときと比較して）

★ 5年前後で分解するため
　ゴミになりません。

東工コーセン株式会社
〒541-0052

大阪市中央区安土町2-3-13　大阪国際ビルディング28F

TEL06-6271-1300　FAX06-6271-1377※TEL・FAXも変更
http:/ /www.tokokosen.co.jp
e-mail : forestagri@tokokosen.co.jp

2014年7月22日（火）より下記住所に移転しました
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『製紙用チップ専業工場に集荷される日本の竹』（鹿児島県さつま町）　西村 修氏 撮影

　全国に広がる放置竹林の問題解決には，竹の大量活用が欠かせません。中越パルプ工業
は，1998 年より製紙原料への活用に取り組み，試行錯誤の末，今では年間 2 万トン以上
の竹を集荷しています。本業に取り込むことで，持続的な環境貢献や社会貢献を果たしま
す。誰かが一歩踏み出すことで，ソーシャルグッドが生まれます。 （撮影者記）
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論 壇

●竹の需要減少の歴史

　筍
たけのこ

が出ると，みるみる間に大きくなって，やがて竹になります。一見，草のように

成長しますが，竹になった後は，木のように何十年も生きています。しかし，竹には

年輪はありません。竹は草本なのか木本なのか，即座に答えられる人は少ないのでは

ないでしょうか。実は，竹は木の仲間とされ，竹林は森林に分類されます。

　わが国では，森林面積に占める竹林の割合は，たったの 0.6％に過ぎず，大変マイ

ナーな存在です。したがって，ほとんど森林政策の対象とはなりませんでした。

　世界を見渡しますと，竹林は偏在しており，アジアに多く，面積では中国が世界一

です。浙
せっこう

江省には広大な竹林があり，ここからは世界中に輸出されています。かつて，

フィンランドでリンゴを栽培している農家を訪ねたことがありますが，軒先に支柱に

するための竹が束にして置いてありました。確か，中国産の竹であったと記憶してい

ます。また，中国では，今でもビル建築の足場材として竹が広く用いられています。

ヨーロッパの人に「竹を知っているか」と尋ねますと，「聞いたことはあるが見たこ

とはない」と言う人が多いのは，ヨーロッパには竹林が存在しないからです。

　竹は軽くて割加工がしやすいので，用途は広く，わが国では，ザルやうちわなどの

日用品，壁下地材としての木舞竹，のり養殖などの漁業用，ビニールトンネル骨の農

業用，酒樽のタガ，庭園の竹垣，工芸品，尺八などの楽器，茶室建築用材，意外なと

ころでは，踏切の遮断機，保線用はしご，棒高跳びのポール，そろばん，それに，現

在では全く姿を消してしまいましたが，かつては，電卓のように使われていた計算尺

これからの竹利用

岩
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井
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よし

彌
や

元京都大学大学院農学研究科教授
　　〒 601-0122　京都府京都市北区中川北山町 137 番地
　　E-mail：yoshiya.iwai@gmail.com

　昭和 20 年京都市生まれ。京都大学農学部卒。平成 21 年京
都大学農学部教授を定年退官。専門は国際林業論。主な著書に
『京都北山の磨丸太林業』（都市文化社），『ヨーロッパの森林と
林産業』（日本林業調査会），『竹の経済史』（思文閣）など多数。
定年退職後は，自家山林の経営に専念するつもりだったが，地
域おこし活動にかかわり，趣味の油絵・旅行・ウオーキングに
も時間を費やしているとのこと。
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など，実にさまざまな用途に使われてきました。いずれも，竹の持っている特質を生

かしたもので，木材に勝るとも劣らない，まことに便利な材料であったといえます。

　ところが，金属やプラスチックなどの新しい材料が登場しますと，ザルやビニール

トンネル骨は金属やプラスチックに取って代わられました。また，うちわや扇子に代

わって，扇風機やエアコンといった全く新しい機器への代替が起こりました。こうし

た代替の結果，竹材の需要は次第に減少せざるを得なくなりました。最近，竹林の放

置と荒廃が問題となっていますが，その最大の要因は竹材需要の減少です。

　それとともに忘れてはならないのが，輸入竹材と輸入竹製品の増加です。竹材は，

昭和 40年ごろから平成にかけては，主に台湾からの輸入でしたが，平成に入ると，

中国からが中心となり，最近では，国内需要量の約半分が輸入材です。なにしろ価格

が安く，今でも国産竹材の半分程度で，国産竹にとっては大きな脅威であり続けました。

　なお，台湾から輸入されるきっかけとなったのは，昭和 40年ごろに発生した，マ

ダケの一斉開花でした。マダケが開花すると竹林全体が枯死し，それが全国のマダケ

林に伝染していきました。モウソウダケは枯れなかったのですが，肉厚で割加工に適

していないため，マダケの代わりにはなれなかったのです。マダケの代替材として輸

入されたのが，台湾の竹でした。

　さて，昭和 40年ごろまでの，大量の竹材需要が存在していたころは，竹林はかな

りの利益を生んでいたため，竹林の維持管理は，ほぼ完ぺきに行われていました。

　ところが，上記のような，竹需要の減少と竹の輸入増加によって，国内産の竹生産

の採算は悪化し，生産量も大きく減少していきました（図①）。
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▲図①　国内の竹材生産量の推移
注：戦前の数値が低いのは，自家生産分は算入されていないためだと思われる。
資料： 「農林省統計表」（農林省）および「特用林産物需給表」，「平成 24 年特用林産

基礎資料」（林野庁），「日本林業年鑑」（林野弘済会）より作成
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●新しい竹商品の開発

　需要が減少したり，マダケがなくなったからと言って，わが国で竹の生産がなくな

ってしまったわけではありません。枯死から 10年余りたつと，マダケ林も再生しま

したし，現在でも，竹の生産地には，多くの人たちが活発に生産や流通に従事してい

ます。

　現在，竹の生産地としてのまとまりのある主な地域を挙げてみますと，南から，鹿

児島県，熊本県，大分県，福岡県，山口県，京都府などがあります（図②）。

　ここで，活動する人たちが，色々な困難の中で，どのような生き残り作戦を展開し

てきたのかについて，いくつかの例を挙げながら，お話ししてみたいと思います。

　鹿児島県は，モウソウダケが多く，竹材生産量も筍生産量も日本一です。かつては，

計算尺の生産地として有名でした。計算尺需要の減少に対応して，新たに，筒形の花

器の生産地として発展しました。しかし，平成 10年以降は，中国製品に押されて，

かなり生産量が減っています。また，筍用の竹林から伐採された間伐竹を利用して，

製紙工場で竹パルプを混入した紙が作られていますが，輸入木材チップに比べてどう

しても割高になるようです。これは，10年ほど前の話ですので，今では状況が変化

しているかもしれません（後掲特集記事参照のこと）。なお，図②では，鹿児島県の

生産量は群を抜いていますが，筍育成のために間伐されるものが多く，必ずしもすべ

てが利用されているわけではありません。

　熊本県は，昭和 50年代は竹箸，昭和 60年代以降は建仁寺垣の生産地として有名

でしたが，竹箸は安い中国製品に押されてほとんど生産は行われなくなり，建仁寺垣

も同じく安い中国製品と耐久性のあるプラスチック製品に押されて，生産量を減らし

てきました。ちなみに，温泉の露天風呂などの竹のフェンスには，最近はプラスチッ

ク製が多く見られます。
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▲図②　竹材生産量上位 5県と京都府における生産量
資料：「平成 24 年特用林産基礎資料」（林野庁）より作成
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　大分県は，マダケ林の面積が日本一で，これを用いた竹細工の産地として有名です。

当地も例にもれず，中国からの安価な製品に押されて，苦戦していますが，竹細工の

有名作家や，世界的な有名ブランドと提携して，新しいデザインのバッグを作ったり，

航空会社と提携して，ビジネスクラスで使うワインキャリアーの加工を始めたりして

います。伝統的な技術の上に立って，より現代的なデザインを目指して，中国製品と

の差別化をめざしています。

　さて，最後に，京都を見てみましょう。

　京都では，伝統産業の存在によって，実に多様で付加価値の大きい竹製品が生産さ

れてきましたが，ここでは，特徴的な製品について述べてみます。

　かつての京都のオリジナル商品としては，角竹や図面竹といった銘竹があり，高度

成長期に和室の床柱や内装材として用いられましたが，和室の減少などとともに，今

ではその需要は大きく減りました。それに代わる現在のオリジナル商品と言えるのは，

料理用青竹食器・和菓子用青竹容器・装飾用青竹と染色竹の 4つで，いずれも視覚に

訴える商品です。

　料理用食器とは，懐石料理の前菜などの器に用いられる青竹で，節のところで輪切

りにした，高さが 3～ 5センチほどの大きさのものです。季節的には，夏期を中心に，

5月ごろから 10月ごろまで用いられ，料理を引き立て，涼しさを表現するために使

われます。京都の料亭だけでなく，京都で修業して地方に帰ったシェフからの注文も

多いそうです。このたび，和食が世界無形文化遺産に指定されましたが，それによっ

てますます需要が増えるでしょう。

　和菓子用青竹容器とは，特に，夏期の水羊
ようかん

羹の容器として用いられる，直径が

3cmぐらいの節のついた細長い青竹です。これも，涼しさと，高級感をアピールし

たものです。

　装飾用青竹とは，イベントや展示場で装飾材として用いられる青竹です。

　そして染色竹とは，竹の幹にペイントを塗るのではなく，染料を加圧注入して幹に

いろいろな色を付けて，イベント用や内装材として用いられます。

　最初の 3商品に共通する必要条件は，幹の色が新鮮なグリーンであること，幹の直

径が限定されていることから，直径のそろった竹材が必要で，かつ，丁寧な取扱いが

必要なことです。中国産の竹に最新の冷凍技術を用いても新鮮な色が維持できないた

めに，国産竹は中国産の竹に対して絶対的な競争力を持っています。

●竹材利用の今後の課題

　今まで見てきたように，竹需要の減少の中で，苦労して新しい竹製品を作り出して

も，間もなく安い中国竹や中国製品に代替されてしまうといった，歴史の繰り返しで

した。その中で何とか中国竹や中国製品と差別化できたものだけが生き残ってきたと

言えます。
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　木材においても同様ですが，竹材についてもある特定の質や太さを備えたものを収

穫したいのであれば，やはり，それにふさわしい竹林の密度管理と手入れが必要です

し，それだけ労力とお金がかかります。上記の京都の 3商品については，そうしたコ

ストをかけた手入れと取扱いが行われていますが，需要分野が高級料理や高級和菓子

業界ですので，竹材としても高価格で販売できて，竹材業者にはそれなりの採算が保

証されています。

　大分県の高級竹細工についても，同じことが言えます。

　このように現在では，かなり高価な竹材が生産される場合は，竹林も健全に維持さ

れ再生産されています。

　では，竹材が燃料やパルプといった用途に利用される場合はどうでしょうか。燻製

を作るための燃料や，特殊な紙を作るためのパルプの場合は別として，一般に，燃料

やパルプ用は，細かな質や規格は問われず，とにかく安価でなければなりません。燃

料用ですと石油や林地残材・工場残材などとの競争，パルプ用ですとオーストラリア

や熱帯産のユーカリといった早成樹種との競争になりますので，工場着の価格がよほ

ど安価でない限り，採算に合わないでしょう。しかし，工場近くに広大な面積の平地

竹林があり，大型機械を用いて，毎年大面積皆伐をして伐出コストを下げることがで

きれば，採算が成り立つ可能性はあります。竹林は，皆伐をしても自然と再生し，か

つ竹材の質や規格が問われませんから，手入れも不要で，育てるコストもかかりませ

ん。この仕組みができれば，竹林は今よりはるかに健全になると思われますが，ただ，

相当の竹林面積がないことには，安定的な供給はできません。

　どのような形で竹が利用されようとも，竹林の再生産が行われることが大切です。

それによって，はじめて，国土の保全・景観の維持・生態系の保全も実現されるので

すから。

　ところが，現在わが国で伐採されている大部分の竹材は，立竹価格としては，限り

なくゼロに近いのです。それでは，以前のように，竹林の所有者が手入れをしようと

するインセンティブが全く働きません。したがって，手入れのなされていない竹林か

ら，利用できそうな竹だけを抜き切りしているのが現状で，これでは，竹林は次第に

劣化していき，再生産は不可能です。先に見た，鹿児島県をはじめとする竹の生産地

域においても，手入れの行き届いている竹林は，筍を生産する所と一部の便利の良い

所だけで，多くの竹林は手入れもされていません。

　さらに，こうした抜き切りさえも全くなされずに，完全に放置されている竹林が，

国内全竹林の 80％以上を占めると推測されます。竹林は，立地的には，田畑と森林

の中間地帯に位置し，都市近郊にも多く見られるので，その荒廃は市民の目につきや

すく，景観上の問題ともなります。しかし，荒廃している竹林の広さは，なんと甲子

園球場 2万個分に相当します。ボランティアで整備するとしても，気の遠くなるよう

な広さです。これをどうするかは，大きな課題です。 ［完］
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○素材生産量は近年増加傾向

　国産材の生産量は，昭和 46年
以降長期的に減少傾向にあったが，

平成 14年の 1,509万m3を底に増

加傾向にあり，平成 24年は 1,848
万m3となっている。国産材の樹

種別生産量をみると，平成 24年
は，スギについては建築用材の需

要が堅調だったことから前年比 3
％増の 996万m3，ヒノキについ

ては横ばいの 217万m3，カラマ

ツについては木箱仕組板及び梱包

材の出荷量が減少したことから前

年比 7％減の 225万m3，広葉樹

については木材チップ用の生産が

増加したことから前年比 5％増の

242万m3となった。この結果，

平成 24年の国産材生産量の樹種

別割合は，スギが 54％，カラマ

ツが 12％，ヒノキが 12％，広葉

樹が 13％となっている（図①）。

　スギの素材生産量は，住宅を中

心とする木材需要の減少により，

昭和 59年まで減少してきた。そ

の後，住宅着工戸数の増加により

反転したものの，平成 7年からは

再び減少した。平成 15年からは

合板への利用拡大等により再び増

加傾向にある。ヒノキの素材生産

量は，昭和 54年の 366万m3を
ピークに長期的な減少傾向にあっ

たが，平成 21年以降は増加傾向

にある。カラマツの素材生産量は，

梱包材等への利用により昭和 59
年まで増加したものの，その後減

少し，平成 14年からは合板への

利用拡大等により再び増加傾向に

ある。広葉樹の素材生産量は，円

高方向への推移による輸入パル

プ・チップの増加等により，昭和

60年代以降は長期的に減少傾向

で推移している。また，平成 24
年の主要樹種の都道府県別生産量

をみると，スギは多い順に，宮崎

県（140万m3）， 秋 田 県（85万
m3），大分県（76万m3）となっ

ている。ヒノキは岡山県（20万
m3），熊本県（20万m3），高知県

（17万m3），カラマツは北海道

（158万m3），岩手県（30万m3），
長野県（19万m3），広葉樹は北

海道（69万m3），岩手県（32万
m3），鹿児島県（19万m3）の順

となっている（図②）。

国産材の生産量

（要旨）国産材の生産量は，昭和

46年以降長期的に減少傾向にあ

ったが，平成14年の1,509万m3

を底に増加傾向にあり，平成 24

年は1,843 万m3 となっている。

　平成24年の主要樹種の都道府

県別生産量をみると，スギは多い

順に，宮崎県，秋田県，大分県，

ヒノキは岡山県，熊本県，高知県，

カラマツは北海道，岩手県，長野

県，広葉樹は北海道，岩手県，

鹿児島県の順となっている。

▲  図②　主要樹種の都道
府県別生産量（平成
24 年の上位 10 位）
資料：農林水産省「木材

統計」

（万m3)

スギ ヒノキ カラマツ 広葉樹
第 1位 宮崎 140 岡山 20 北海道 158 北海道 69
第 2位 秋田 85 熊本 20 岩手 30 岩手 32
第 3位 大分 76 高知 17 長野 19 鹿児島 19
第 4位 熊本 64 愛媛 16 青森 3 広島 13
第 5位 青森 54 三重 13 山梨 3 福島 12
第 6位 岩手 49 岐阜 12 岐阜 3 島根 10
第 7位 鹿児島 45 大分 12 秋田 3 秋田 8
第 8位 福島 43 静岡 10 群馬 2 宮崎 7
第 9位 宮城 33 栃木 10 福島 1 山形 7
第 10位 栃木 33 奈良 8 山形 1 青森 6

※ヒノキの第６位，第７位は同量

956 996
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広葉樹
その他針葉樹
アカマツ・クロマツ
エゾマツ・トドマツ
ヒノキ
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▲図①　国産材生産量の樹種別割合の推移
　資料：農林水産省「木材需給報告書」，「木材統計」
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　近年までのタケノコや竹材の輸入量の増大や生産者の減少による竹林の放置は，特に東

京から西の地域において深刻な問題となっています。このような背景のもと，竹林保護の

観点から伐採された竹廃材が大量に発生しており，これらの有効利用が求められています。

一連の本研究では，これまで竹廃材をチップ状にした繊維材料に着目し，竹チップ混入型

の土系舗装材料（以後，竹チップ舗装）の開発を行っています 1），2）。これまでの研究に

より，竹チップ舗装は，里山の竹の有効活用に寄与するだけでなく，舗装体に柔らかさを

与え，歩行者の脚への負担を軽減できることを明らかにしています。さらには，竹繊維に

よる舗装体のひび割れ防止，竹の持つ保水性を活かしたヒートアイランド現象の抑制にも

つながる付加価値の高い舗装材料です。ここでは，竹チップ舗装の材料特性と，昨年 3月，

静岡市内の現場にて施工した試験結果について紹介します。

　図①は，養生 7日における竹チップ舗装材料の曲げ試験結果を示したものです 1）。ここ

で，図中の PFBCとは石炭灰系固化材です。

竹チップを混合していない Case1は，わず

か 1mmの変位で破断に至っているのに対し，

はじめに

竹チップ舗装の材料特性

竹の土系舗装材料への利用

佐藤研一
福岡大学工学部社会デザイン工学科 教授

竹イノベーション研究会（BIG）代表
〒814-0180　福岡市城南区七隈八丁目19-1

Tel 092-871-6631（内線6464）　E-mail：sato@fukuoka-u.ac.jp

竹の利用特 集

▲図①　曲げ試験結果（気中養生） ▲写真①　曲げ試験後の破断面の様子

スパン中央のひずみ量　（mm）
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他の Caseは変形に対し，いずれも粘り強い挙動を示していることが分かります。つまり，

土系舗装材料への竹チップの混合は，靱
じん

性を向上させる効果を有し，舗装体のひび割れ防

止に非常に有効であると考えられます。写真①は，破断断面の様子を示したもので，竹チ

ップの繊維が断面に確認できることから，竹チップ自体が破断することはないことが分か

ります。

1．現場施工場所

　現場施工試験は，静岡市葵区七間町のアトサキセブン敷地内にて，図②に示す 100m2

の区間を対象に，舗装厚さ 5.0cmで施工を行いました。舗装材料には，表①に示す西ヶ

谷産衣土を母材とし，静岡市内で発生した竹廃材をチップ状にしたもの（写真②）とセメ

ント系固化材を所定量混合して作製しました（写真③）。

2．配合条件の検討

　固化材と竹チップの配合は，母材の乾燥重量に対する重量比（％）で行いました。目標

強度は，ピンヒールを履いての歩行に堪え得ると言われる一軸圧縮強さ 1）（qu＝ 300～
500kN/m2）に，今回，舗装体に軽車両が乗入れることを勘案し，約 1.5倍割増した強度

に設定しました。配合に用いた条件を次頁表②に，一軸圧縮試験結果を次頁図③に示して

現場施工試験概要

西ヶ谷産衣土
土粒子密度ρs（g/cm3） 2.667
自然含水比　wn（％） 8.6
　礫分（％） 67.5
　砂分（％） 23.7
　シルト分（％） 4.2
　粘土分（％） 4.6
最大粒径（mm） 19
液性限界（％） 53.1
塑性限界（％） 22.8
塑性指数 Ip 30.3
最大乾燥密度ρdmax（g/cm3） 1.848
最適含水比Wopt（％） 15.0
透水係数 k15（m/s） 6.22 × 10-5

▲図②　施工平面図

▲写真②　竹チップの外観 ▲写真③　竹チップ舗装材料

▼表①　施工試験に用いた母材の物理特性

森林1409特集_竹の土系舗装　佐藤氏.indd   9 2014/08/29   18:00:17
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います。なお供試体は，母材単体の締固め試験より得られた最大乾燥密度ρdmax＝ 1.85（g/
cm3），最適含水比Wopt＝ 15.0（％）をもとに，締固め度をＤc＝ 95（％）とし，目標の

乾燥密度ρd＝ 1.75（g/cm
3）で突固め法にて供試体を作製しました。今回の施工試験では，

設定強度範囲にあるＣ＝ 4％，Ｂ＝ 5％の配合条件を現場施工試験に使用しました。

3．施工後の追跡調査概要

　追跡調査として，弾力性試験 3）を行いました。この試験は，ゴルフボール及びスチー

▲

図
③
　

配
合
条
件
と
一
軸
圧
縮
強
さ
の
関
係

▼表②　実験に用いた配合条件

母材
設定
含水比
w（％）

固化材
添加率
C（％）

竹チップ
添加率
B（％）

養生
日数
（日）

目標
乾燥密度
ρd（g/cm3）

衣土 15

3 3

7
1.752

3 5
4 5
5 5
10 5 3

▲写真④　現場施工の状況

▲左ａ：型枠設置及び区分け状況

▲右ｂ：舗装材料の敷均し状況

▲左ｃ：一次転圧（鉄輪ローラ）

▲右ｄ：二次転圧（タイヤローラ）

▲左ｅ：舗設完了（全景その 1）

▲右ｆ：舗設完了（全景その 2）

森林1409特集_竹の土系舗装　佐藤氏.indd   10 2014/08/29   18:00:21
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ルボールを用いて 1mの高さから自由落下させたときの反発高さより，ゴルフボール反発

係数（以下，ＧＢ係数）とスチールボール反発係数（以下，ＳＢ係数）を求め，舗装体の

衝撃吸収性及び反発弾性から歩きやすさの評価を行うものです。

4．追跡調査結果及び考察

　写真④は現場施工の状況です。母材の含水比を 15％に調整後，パドルミキサを用いて

竹チップ及び高炉セメントを混合し，所定量を型枠内に敷設しました。一次転圧，二次転

圧を経て舗設を行い，表面が乾かないよう，ジョウロを用いて散水しました。転圧完了後，

コアサンプリングを行い，密度を確認した結果，目標密度 ρd＝ 1.75g/cm
3に対し，ρd

＝ 1.74g/cm3であり，概ね目標密度を満足する結果を得ました。また，図④は室内配合と

現場配合の供試体の一軸圧縮試験結果です。しかし，現場の供試体の含水比が w現場＝

13.0％と室内に比べ乾燥側にある分，脆
ぜいせい

性的な破壊挙動を示したものの，設定強度と同等

な強度が確保できていることが分かります。図⑤は，舗装調査・試験法便覧 3）で示され

るＧＢ係数とＳＢ係数の関係に，本舗装材料を当てはめた結果です。図中のプロットは，

今回の竹チップ舗装における測定値を示しています。今回の舗装材料は，人工芝，ポリウ

レタン，アスファルト舗装よりも歩行者の脚への負担の少ない舗装材料（粘土系）である

ことが分かります。

　竹の舗装材料への利用に関して，竹チップ舗装の材料特性と静岡市における竹チップ舗

装の現場施工試験について紹介しました。現在の土系舗装材中に竹チップを混合させるこ

とにより，舗装体のひび割れが防止され耐久性が向上し，現場においてもその有効性が確

認されました。竹の土木資材への利用は，放置竹林問題の大きな解決策の 1つと言えます。

（さとう　けんいち）

まとめ

《謝辞》
　現場施工試験の実施に当たり，静岡市まちづくり公社とGroomしずおかの協力を得ました。末筆ながらここに示し，謝
意を表します。
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1）例えば 佐藤研一・藤川拓朗・松木重夫：石炭灰と竹チップを用いた土系舗装材料の現場適用性の検討，舗装 45-8，
pp.17-23，2010.
2）セメント改良土を用いた歩行者系舗装の材料特性，土木学会論文集，No.4，Vol.62，2006.
3）舗装試験法便覧，日本道路協会，1988.11.

▲図④　室内配合と現場配合の比較 ▲図⑤　舗装の種類と GB，SB係数
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　本誌をご覧の方であれば，日本全国で荒れた竹林が存在することはもちろん，放置

竹林の問題点やその解決の難しさも，よくご存じでしょう。では，日本の竹だけでで

きた紙，中越パルプ工業の竹紙（たけがみ）は，ご存じでしょうか。

　世界で唯一，中越パルプ工業だけが，日本の竹を紙の原料として大量に活用してい

ます。現代社会では伐採されても出口がない竹を，年間 2万トン以上も買い取ること

で，里山，生物多様性，隣接する森林の保全や地域経済の活性に貢献する持続的な取

組として，多くの専門家の間では高く評価されています。

　「大きな企業の活動だからできる」と思われがちですが，もともとは，会社を挙げ

ての企業活動ではありません。挑戦を試みた最初のひとりがいたからです。タケノコ

生産が盛んな鹿児島県にある川
せん

内
だい

工場の従業員が地元のために，いつもの自分の仕事

の中に，社会のためになる余計な事を取り入れたのです。当時，海外産に負けないよ

うに，5年生以上の親竹を間引くことでタケノコ生産量を向上させようと鹿児島県が

指導するものの，伐採された竹の処理に手を焼いていました。そのため，「竹を引き

取ってくれないか」と相談を受けたのです。本来，紙の原料は木や古紙です。竹には

木材のように繊維があるものの「竹は木じゃないから紙の原料にはなりません」と断

っても良いところ，「やってみましょう」と始めてしまったのです。その結果，今で

は放置竹林の問題に対し，年間 2万トンを超える竹を持続的に活用することを可能に

して，問題解決の糸口を示したのです。

　実は，ここには世の中への大きなメッセージがあると感じています。自分の仕事の

中に，いつもと違う余計な事を積極的に取り入れることで，世の中を少し前進させる

ことができた実例です。国が何とかするべき，自治体が金を出すべき，などと批判ば

かりで何もしないよりは，自分の仕事の中でできることを，自ら考え行動することで，

社会的課題を持続的に解決できる可能性があります。「ソーシャルグッド」は，どこ

からでも生まれるはずです。

＊　　＊　　＊

　中越パルプ工業株式会社は，1947年創業で，年間約 80万トンの紙パルプを製造販

売する総合紙パルプメーカーです。富山県高岡市と鹿児島県薩摩川内市に製紙工場を

有し，書籍，雑誌，新聞，ノートなどに使う印刷用紙から，包装，紙袋，紙コップな

日本の竹 100％の紙で社会的課題に挑戦

西村　修
中越パルプ工業株式会社営業企画部 部長

〒104-8124　東京都中央区銀座2-10-6
Tel 03-3544-1508　Fax 03-3549-0821

竹の利用特 集
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どに使う産業用紙まで，多様な用途に対応する様々な原紙を毎日 24時間操業で供給

する素材メーカーです。

　みなさんの手元に届く紙製品のずっと前の段階にある，1本が何トンもある大きな

巻き取り紙や，1メートル四方前後の様々な規格サイズに断裁された原紙の数百枚の

束を何十束も，紙専門の商社に大量に販売するのが，一般的な紙パルプメーカーです。

多くの方の想像を遥
はる

かに超える生産規模や販売数量となっています。

　ほとんどの紙は，木材や古紙を原料としています。日本の古紙回収率や利用率は世

界トップレベルですが，多くは新聞紙や段ボールに再生されています。当社では新聞

用紙も製造していますし，古紙を配合した印刷用紙もありますが，それ以外の原料は

木材です。これは，同業他社でも同じ状況かと思います。ただ，中越パルプ工業では

他社と違い「日本の竹」も紙の原料に活用しています。

　竹も木材と同様に繊維があるので，紙になります。しかし，竹は木材と形状が異な

り，硬く空洞です。まずは，原料として集荷・集積が効率的でないために，ほとんど

の日本の紙パルプメーカーは竹を扱いません。海外で竹を原料とする例もありますが，

それは森林がなく木材集荷が困難なためです。含まれる繊維の量も，竹は木材に比べ

るとやや少ないようです。前述の通り，1年中 24時間操業をしている薄利多売な産

業で，効率の悪い原料を好んで使う理由はありません。よく，「竹は成長が早いから，

良い原料を見つけたね」と言われることがありますが，効率が悪いうえに，決して木

材の代替になる集荷量は見込めません。本当に良い原料であれば，同業他社も積極的

に活用しているはずです。やはり今のところは，木材こそが上手に活用すべき資源と

言えるでしょう。

　川内工場がある鹿児島県は，生産量日本一を争うタケノコの産地です。このタケノ

コ生産に欠かせないのが竹林整備で，5年生以上の竹を間引くことで生産性を向上さ

せます。しかし，伐採された竹は，コストを掛けて燃やすか，粉砕して土に戻すか，

何年も山積みにして腐るのを待つしかありませんでした。そこで地域から，「伐採し

た竹を製紙原料に使えないか」と相談され，地域のために応えたのが始まりです。

　前例のない事なので，試行錯誤の繰り返しでした。空洞の竹をパルプ材のようにト

ラックを庸
よう

車
しゃ

して運ぶのは，空気を運ぶようなものです。なるべく山元で空洞を減ら

す工夫（竹を縦に割るとか，チップ化するなど）を試みましたが，良い解決策があり

ません。そこで，竹林整備に向かう軽トラックに，帰りは伐採した竹を自らの手で積

んでチップ工場へ運ぶことで，経費低減を図る現在のスタイルになりました。

　竹の納入業者の多くは，タケノコ農家でした。驚くことに，竹林整備で伐採された

邪魔な竹が，パルプ材同様，有償で買い取られています。しかもパルプ材とは異なり，

その場で現金を渡すことを，鹿児島県や筍生産組合の協力，地元新聞への折り込み広

告で繰り返し伝え，集荷を促しました。

　こうして，木材を製紙原料に適したサイズに切削するチップ工場が集荷を増やすも

のの，実はチップ工場にメリットはありませんでした。木材に比べて硬い竹は，チッ

パー機のナイフの消耗が激しく，空洞な竹は同じ時間と電気代を掛けても，生産量は

木材の半分以下です。紙の市況で左右されるチップ工場の生産量ですが，中越パルプ
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▲荒れた竹林

▲竹を軽トラックへ積み込む様子

▲チップ工場で生産される竹チップ

▲竹紙の採用事例

▲竹伐採の様子

▲チップ工場に積まれる竹

▲抄造される竹紙

▲整備された竹林
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工業が竹チップを安定的に購入することで協力を得て，チップ工場もナイフの質や操

業条件など，より無駄の少ないチップ生産を工夫しました。

　1998年から始まった竹の集荷は，2004年頃からは年間 8千トンほどに安定しまし

た。その間には，竹パルプ 10％入りの製品が，箸袋や紙コップなどに採用されてい

ます。当時は，世間にはもちろん，社内でも川内工場の関係者以外にはあまり知られ

ていない活動でした。

　2009年になると，当時の社長が「良いことだからどんどん竹を集めて紙を売れば

良い」と言い出しました。余計な事を進めたひとりです。そのため，川内工場では懸

命に集荷を強化して，年間 2万トンを超えるまでになりました。補助金に頼ることな

く進めてきた活動ですが，いくつかの自治体では放置竹林の解決につながることに気

づき，今では竹の伐採者には補助金を支給しています。

　集荷した竹は，川内工場で作られる紙のどこかに，原料として活用されています。

同じ 2009年には，日本の竹 100％で作られた「竹紙（たけがみ）」を開発しました。

現在は，茶色いままの「竹紙 100ナチュラル」と酸素漂白した白い「竹紙 100ホワ

イト」を，それぞれ 5種類ほどの厚さを取りそろえて製品化しています。

　紙は木材の特徴を生かし，繊維の長い針葉樹は丈夫なクラフト紙に，短い広葉樹は

印刷の再現性が高い印刷用紙に使われますが，竹の繊維は針葉樹に近い長さながら細

いため，針葉樹と広葉樹の中間的性質です。そのため，印刷用紙から産業用紙までの

あらゆる使い方が可能です。ノートや手提
さ

げ袋，環境イベントや意識の高い団体のパ

ンフレットやポスターなど，幅広く使われています。

　生活様式の変化で現代では使われることが少ない竹は，全国各地で放置竹林を生み，

今も拡大する一方です。管理されていない竹林は，大雨での土砂災害を引き起こす危

険性があるとも言われています。各地で竹炭や竹粉で活用を取り組むものの，なかな

か大量消費につながりません。紙の原料にすることで，持続的な大量消費が可能です。

年間 2万トンの集荷は，他産業でも例が見当たらないはずです。しかしそれは，紙パ

ルプ産業のこれまでの集荷システムを活用してできたことです。

　荒れた竹林が整備されることで，里山，生物多様性，隣接する森林の保全が図れま

す。また，過疎地と重なることが多い竹の集荷地域で，年間に億単位の経済効果を生

み出しています。専門家には高く評価され，エコプロダクツ大賞・農林水産大臣賞，

グリーン購入大賞・優秀賞，生物多様性日本アワード・優秀賞ほか，数々の賞をいた

だいています。

　こういった企業が支持されて収益を上げることができれば，多くの企業が賛同して，

より良い社会が作られるはずです。それこそがゴールです。まだまだ苦戦を強いられ

ている竹紙ですが，売れること以上に，存在そのものに大きなメッセージがあると感

じています。真
しん

摯
し

な活動に共感して行動を起こす方々が確実にいます。これからも，

本業を通じて社会的課題に挑戦する価値ある企業であり続けたいと願っています。

 （にしむら　おさむ）
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　今，農産物のほとんどが施設栽培の普及で季節に関わらずいつでも手に入りますが，一

方で，四季の変化に富むわが国では季節の到来を告げる食材が好まれています。

　タケノコは「春の使者」として，里山からの春の香りを届けてくれる旬の自然野菜とし

て欠かせない食材となっています。

　しかし，生産地ではほぼ 30年間に及ぶ安価な輸入タケノコによる価格の暴落，生産者

の高齢化による竹林放棄等で大幅な生産量の減少が続いてきました。しかしながら，4～
5年前から輸入環境が変化，長いトンネルの中から明るさが見えてきています。

　そこで，国産タケノコと輸入タケノコとの関係を見ながら，その生産経過と現状，今後

の課題についてまとめてみました。

　なお，国内には約 650種類の竹・笹があるとされる中でタケノコとして食用とされる

のは約 10種類程度，この中でも栽培管理されるものとしてはモウソウチクのタケノコだ

けと言っても過言ではありません。他の竹種の多くは自然採取としてのタケノコのため，

ここではモウソウチクのタケノコについて記述します。

①モウソウチクは中国から移入された竹種

　国内にはモウソウチクの分布が広く見られ，利用価値や分布面積などから日本の三大竹

（モウソウチク，マタケ，ハチク）と言われ主要な竹種となっています。ですが，日本古

来から分布していたものではなく中国から移入されたものです。移入された時期について

は諸説ありますが，主なものとしては，江戸時代早期に千葉県や京都府，福岡県等へ，江

戸時代中期になると岡山県，鹿児島県等へとなっています。いずれにしても一箇所だけへ

の移入ではなく，多地域に移入されたものと推察されます。

②モウソウチクは国内最大竹でタケノコ生産に最適

　モウソウチクは国内最大竹で，目通り直径 7～ 20cm（平均約 10cm），稈長 12～ 25m
（平均約 15m）にも達し，寿命も 10～ 20年（平均約 15年）とマタケやハチクよりも長

いのが特徴です。しかし，材質としてはマタケやハチクよりも弾力性や割裂性等で劣り，

はじめに

温暖多雨を好むモウソウチク

明るさが見えてきたタケノコ生産

野中重之
竹林利活用アドバイザー

〒834-0115　福岡県八女郡広川町大字新代1833-6
Tel & Fax 0943-32-3600

竹の利用特 集
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さらに肉厚，節間が短いなどのため，構造材や集成材用として一部で竹材林としての管理

も見られますが，集約的栽培によるタケノコ生産に主力を置いた利用が広く行われていま

す。

③温暖で多雨地域を好むため九州・四国に多く分布

　竹の生育を左右する要因としては年間の平均温度が 10℃以上，年間降水量が 1,000mm
以上あれば可能と言われ，東北から九州まで広く見られますが，その中でも生育が旺

おう

盛
せい

な

のは温暖で多雨，特に芽子形成期の 8～ 9月，発筍期の 3～ 5月に多雨となる九州や四

国に約 15,000ha（全国竹林面積の約 80％）が集中しており，それだけタケノコ生産量も

多く見られます（図①）。

①台湾産に始まったタケノコの輸入

　タケノコは地中の産物のため，収穫後の時間が品質を大きく左右し，缶詰などの加工技

術がなかった時代は主として物々交換用でした。明治初年に政府の地方産業奨励により缶

詰製造の研究が始まり，明治 21年和歌山県で初めて製造が開始されました。その後は旬

の野菜として青果市場向けの皮付タケノコと通年（安定）出荷を目指した水煮缶詰用とに

区分されるようになって生産量は年々増大し，農家も安定した作物として生産に取り組む

ことができるため，農閑期の副収入源として盛んになっていきました。

　タケノコ生産も順調に伸び，昭和 40年頃までは国内タケノコ消費量の約 9割を国内産

で賄ってきましたが，その後，台湾産や中国産缶詰等の輸入攻勢，台風による竹林被害な

ど紆
う

余
よ

曲折を経て今日に至っています。

　特に輸入タケノコは，国内生産に大きな影響を及ぼしてきました。戦後間もなく台湾産

マチクのタケノコ輸入が始まり昭和 54年頃まで主流を占めていましたが，このタケノコ

の需要先は中華料理用向けとしての輸入だったため国内産との共存ができ，その影響は大

きいものではありませんでした。むしろこの間，高度経済成長に伴う外食産業の急成長で

タケノコ消費が大衆化，昭和 55年には国産としては過去最高の 175,000トンの生産量を

記録し，竹林管理も進みました（次頁写真①）。

②中国産タケノコ輸入急増で国内生産に大きな影響

　しかし，外食産業の急成長に伴って国産タケノコだけでは消費量が賄えず，モウソウチ

タケノコ需要は国産物から輸入品へと変化
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▲図①　地域別タケノコ生産量
　　　　（平成 20 ～ 24 年平均）
　　　　出典：林野庁業務資料
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クの本場である中国産の水煮缶詰輸入を昭和 60年代から本格化，平成 16年には過去最

大輸入量の 28万トン（図②）を記録しました。これに対して国内産は 3万トンで，実に

国内のタケノコ消費量の約 1割にまで落ち込んだのです。

　なお，図②で示した輸入を国別（平成 14～ 24年の平均）に見ると，中国産 98％，タ

イ産 1.3％，その他となっており中国産が圧倒的に多く，しかも国内産と同じモウソウチ

クのタケノコでありながら 20～ 50％の価格で輸入され，これを国産と称した産地偽装問

題の要因ともなりました。

　中国産輸入急増前の昭和 50年代半ばまでの缶詰原料価格は，70～ 80円 /kgで安定し

ていましたが，その後の急激な輸入増大で中国産との価格競争のために，農家から買い取

る原料価格を 20～ 30円 /kgと大幅に下げざるを得ず（図③），その結果，生産農家の手

取り収入は昭和 55年時に比べ半減し，生産農家に与えた影響は大きなものとなりました。

　折あしく，国内では平成 3年，西日本を中心に 2回にわたる記録的な大型台風が上陸，

主産地の九州・四国等では壊滅的な竹林被害を受け，さらに平成 6年夏の大干ばつが重な

ったため農家の生産意欲は減退し，これが竹林荒廃化の一因ともなっています。

▲  

写真①　国産タケノ
コ最盛期の集荷状況
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▲図②　タケノコ需給量推移
　出典：農林水産省特用林産基礎資料
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③明るさが見えてきたタケノコ生産

　本来，中国ではタケノコと言えば中華料理に最適の雷竹が好まれ，モウソウチクタケノ

コの消費は少ないのです。日本向けの輸出産品としての商材であったものが，著しい経済

発展によってモウソウチクタケノコの国内消費量が急速に拡大し始めています。

　中国統計資料によるモウソウチクタケノコの消費は 20年前の約 3.2倍に急増，缶詰製

造経費も従業員の賃金上昇で 20年前の約 3.6倍に跳ね上がり，さらには円安の影響等で

輸入品の価格は 25年前の 140％と大幅にアップ，ようやくここにきて，国内産タケノコ

価格との競争環境が正常に戻りつつあります。

　また，ギョ－ザ中毒事件，粉ミルクの有害物質混入事件，野菜の残留農薬等の問題も発

生したため，日本国内では消費者の輸入品に対する購買意識が変化，つまり国産物への安

心安全志向が急速に高まり（国産タケノコへの要望が高まり），県外等からも缶詰原料を

求めて福岡県の主産地を訪れ，至る所で道路買い 1）の現象まで見られるほどです。

　国内のタケノコ業界は長いトンネル状態から抜け出しつつあり，今まさに回復の絶好の

チャンスとなっていますが，一方でこの間，消費動向の変化や生産者の高齢化・後継者不

足も急速に進み，これらへの対応として，次に示す課題を克服していかなければなりませ

ん。

①タケノコ消費拡大

　消費（需要）動向は，少子化による少人数世帯や高齢者等の買い物弱者が増えているこ

とから，従来の大形タケノコ（2～ 3kg／本）から中・小形タケノコ（0.5～ 1.5kg／本）

へと変化しており，また，タケノコが持っているミネラル成分など食品特性の普及啓発，

洋食化の増加に応じたタケノコ料理法考案など，需要の拡大が求められています。

②高齢者，女性でも可能な栽培法への転換

　生産面では，高齢者，女性でも栽培可能な中・小形親竹 2）の仕立てやウラ止め（タケ

ノコ伸長時に先端をカットすること）等の導入による省力栽培技術の普及が望まれます。

③伐竹材の利用拡大

　増産や安定したタケノコ生産のためには，老齢竹を毎年伐竹しなければなりません。伐

竹材の利用が進まないと計画的な伐竹ができず，生産の不安定化にもつながりかねません。

新たな竹材（特に老齢伐竹材）利用の開発が求められています。 （のなか　しげゆき）

今後の展開

1）臨時的な集荷場として道路沿いの広場において，主として系統出荷以外の人から購入。
2） 従来，大きい親竹（目通り直径約 11 ～ 13cm）による大きなタケノコ生産だったが，8 ～ 10cm の親竹に転換して中・

小形タケノコを目指す。
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▲図③　タケノコ輸入量と
　　　　原料価格（福岡県主産地）の推移
出典： JA ふくおか八女たけのこ部会資料
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東京大学名誉教授

　道路を走ると繁殖力の旺
おうせい

盛な竹が雑木林やスギ

の造林地に侵入し，わがもの顔に繁殖域を広げて

いる様をよく見かけます。人の意に反して勝手に

既存の植生を破壊して繁殖する竹が邪魔者扱いさ

れていることもよく耳にします。しかし，本当に

竹は邪魔者なのでしょうか。今や資原量に限りが

ある化石資源に代わり，再生可能で環境への負荷

の小さいバイオマス資源の利活用が注目されてい

る時代です。樹木などに比べれば驚異的な成長量

を持つ竹こそが，他に代えがたい貴重なバイオマ

ス資源なのではないでしょうか。邪魔者にするも

自然からの恵みとして利活用するも人間次第です。

利活用しないで放っておく手はありません。他の

バイオマスの利用が積極的に進められているよう

に，竹も従来の利用法に加えて新たな利用が考え

られています。竹炭・竹酢液もその一つです。

　竹を炭化して得られる竹炭は木炭同様に多孔質

で大きな表面積を持っているので，吸着性に優れ

ています。そして，大気中の悪臭物質や水中の汚

濁物質などを効率よく吸着し大気や水の浄化に役

立ちます。多孔性であるゆえに大気中の湿度を調

整する調湿作用もあり，床下や天井裏などに敷き

込むことによって床下や室内の湿度調整の働きも

します。最近では竹炭を使用したボードも作られ

利用されています。透水性が高く，また，保肥性

のある竹炭は土壌に施用すれば作物の成長を促進

させる土壌改良材としての働きも発揮します。お

隣の国台湾では，わが国からの製炭者の技術指導

によって始められた竹炭製造によって，竹炭の赤

外線効果などを利用した衣料品等への利用が広ま

っています。

　平成 24年度の白炭・黒炭・粉炭・オガ炭のい

わゆる木質系材料からの木炭生産量 29,000tに対

して竹炭はおよそ 1,000tです。木炭の利用の歴

史が長いのに比べて竹炭が製造され利用され始め

たのはごく近年です。不足気味の木炭の生産に代

わって竹炭は新しい炭素素材としてさらに生産・

利用が広がっていくことが期待されます。

　製炭時の排煙が煙突を通過するときに空冷され

て凝縮した液体が木酢液・竹酢液です。炭の収量

と同程度の酢液が出ると言われています。竹酢液

も木酢液同様，作物の成長促進，病害虫防除，抗

菌作用，消臭作用など，その働きは多様です。野

菜・果樹栽培に用いられるほか，家庭園芸用，家

畜飼料添加用，消臭用，害虫忌避用などに用いら

れています。

　木酢液，竹酢液関係の 6団体では木竹酢液認証

協議会を設置し，協議会が取り決めた規格によっ

て木竹酢液が規格に適合しているか否かを厳密に

審査し，認証された木竹酢液には販売する容器表

面に認証マークを貼付することにしています。さ

らに，認証された木竹酢液はその後毎年，品質監

視を実施し，製品が認証されたものと相違ないこ

とを確認しています。また，この規格では製品の

品質だけでなく，製造に関する項目，すなわち，

原料，製造方法，保存容器なども規定して，品質

が一定で，かつ安全な製品が市場に出回るための

努力がなされています。

　従来は燃料として貴重な存在であった木炭です

が，燃料の座を石油等の化石資源に取って代わら

れた現在，その多孔性を利用した燃料以外の用途

への力を発揮しています。竹炭もその一翼を担っ

ているのです。そして，竹酢液は自然にやさしい

農園芸資材等として今後の利用が大いに期待され

ています。

竹炭・竹酢液
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つ
る
ば
ら
村
の
「
青
木
家
具
店
」
に
、

色
々
な
動
物
が
や
っ
て
来
て
、家
具
や
木

工
品
を
注
文
す
る
。
店
で
は
、
店
長
の
林り

ん

太た

郎ろ
う

さ
ん
が
家
具
を
つ
く
り
、
奥
さ
ん

の
美
樹
さ
ん
が
小
物
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　

五
月
、
黒
い
ト
ラ
猫
に
セ
ン
の
木
の

ラ
ブ
チ
ェ
ア
を
貸
す
。

　

六
月
、
キ
ツ
ネ
が
庭
に
植
え
た
キ
リ

の
木
で
、
娘
の
嫁
入
り
の
箪た

ん

笥す

を
作
っ

て
く
れ
と
や
っ
て
く
る
。「
木
は
、
板

に
し
て
か
ら
、
何
年
も
風
雨
に
さ
ら
し

ま
す
。
そ
う
し
て
、
自
然
乾
燥
さ
せ
て
、

や
っ
と
家
具
を
つ
く
れ
る
も
の
に
な
る

の
で
す
。」

　

七
月
、
山
の
精
が
ト
チ
ノ
キ
の
ス
プ

ー
ン
に
リ
ボ
ン
を
結
び
に
来
る
。「
漆

は
、
水
分
を
吸
収
し
な
が
ら
か
わ
く
」

「
ト
チ
ノ
キ
の
板
は
、
あ
か
る
い
肌
色

を
し
て
、
手
ざ
わ
り
も
や
さ
し
く
、
ふ

れ
る
と
、
ほ
っ
と
す
る
よ
う
な
あ
た
た

か
さ
が
あ
り
ま
す
。」「
ト
チ
ノ
キ
は
、

漆
を
ぬ
る
と
、
よ
く
吸
収
し
て
、
深
み

の
あ
る
ア
メ
色
に
か
わ
り
ま
す
。」

　

八
月
、
迷
子
に
な
っ
た
カ
ッ
パ
の
子

を
大
き
な
ヤ
ナ
ギ
の
木
が
た
も
と
に
あ

る
や
な
ぎ
橋
ま
で
送
っ
て
あ
げ
る
。

　

九
月
、
大
男
に
入
道
雲
を
入
れ
る
た

め
の
ミ
ズ
メ
の
長
持
を
作
っ
て
あ
げ
る
。

「
ミ
ズ
メ
は
、
樹
皮
が
サ
ク
ラ
に
似
て

い
て
、
そ
の
樹
皮
は
、
傷
つ
け
る
と
湿

布
薬
の
よ
う
な
か
お
り
の
樹
液
を
だ
し

ま
す
。」「
こ
の
木
の
と
く
ち
ょ
う
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
、
か
た
く
て
重
い
こ

と
で
す
。」

　

十
月
、
ウ
サ
ギ
が
店
の
看
板
を
作
っ

て
く
れ
と
や
っ
て
く
る
。
美
樹
さ
ん
は
、

「
手
ざ
わ
り
が
よ
く
、
木
目
が
静
か
」

で
「
細
工
が
し
や
す
い
」
カ
ツ
ラ
の
木

で
看
板
を
作
っ
た
。

　

十
一
月
、
ラ
イ
オ
ン
の
た
て
が
み
の

よ
う
な
頭
を
し
て
、
長
い
コ
ー
ト
に
す

っ
ぽ
り
と
身
を
つ
つ
ん
だ
ふ
し
ぎ
な
若

者
が
や
っ
て
き
て
、
大
き
な
金
色
の
鉤か

ぎ

に
オ
ノ
オ
レ
カ
ン
バ
の
柄
を
取
り
付
け

て
ほ
し
い
と
言
う
。
オ
ノ
オ
レ
カ
ン
バ

は
「
斧お

の

が
お
れ
る
ほ
ど
か
た
く
て
重
い

木
で
す
。
昔
は
、
山
か
ら
木
を
だ
す
と

き
の
馬
の
そ
り
に
つ
か
わ
れ
た
り
し
た

も
の
で
す
。」

　

十
二
月
、
イ
ノ
シ
シ
が
ヤ
ナ
ギ
の
ま

な
板
を
持
っ
て
き
て
、
鉋

か
ん
な

を
か
け
て
ほ

し
い
と
頼
む
。

　

一
月
、
白
い
小
さ
な
木
馬
が
人
形
の

す
わ
る
椅
子
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
や
っ

て
く
る
。「
木
の
種
類
に
よ
っ
て
、
お

尻
に
つ
た
わ
る
感
触
は
ま
ち
ま
ち
で
す
。

ケ
ヤ
キ
や
ミ
ズ
メ
は
冷
た
く
、
ク
ル
ミ

や
ト
チ
ノ
キ
は
あ
た
た
か
く
感
じ
ま

す
。」
美
樹
さ
ん
は
、
ク
ル
ミ
の
椅
子

を
作
っ
て
あ
げ
た
。

　

二
月
、
赤
い
オ
ー
バ
ー
を
き
た
女
の

子
（
タ
ヌ
キ
）
が
、
春
ま
つ
り
の
た
め

に
商
品
を
寄
付
し
て
ほ
し
い
と
や
っ
て

き
て
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
の
菓
子
皿
を
選

ぶ
。「
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
は
、
木
目
が
神

秘
的
で
、
漆
を
ぬ
る
ご
と
に
、
コ
ハ
ク

の
よ
う
な
光
が
う
き
で
て
き
ま
す
。」

　

三
月
、
高
校
生
ら
し
い
大
柄
な
男
の

子
（
ク
マ
）
が
、
四
角
い
一
枚
板
を
か

か
え
て
や
っ
て
き
て
、
ち
ゃ
ぶ
台
に
し

て
く
れ
と
い
う
。
林
太
郎
さ
ん
は
、
思

い
出
の
詰
ま
っ
た
木
目
の
美
し
い
ク
リ

の
板
を
そ
の
ま
ま
に
し
、
板
を
の
せ
る

Ｔ
字
型
の
あ
し
を
ク
リ
の
木
で
作
っ
て

あ
げ
た
。

　

四
月
、
嵐
で
倒
れ
た
裏
山
の
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
を
製
材
し
て
板
に
す
る
。
製
材
す

る
前
夜
に
、
桜
の
精
が
お
別
れ
に
や
っ

て
き
た
。

　

こ
の
物
語
を
読
ん
で
い
る
と
、
木
材

の
も
つ
美
し
さ
や
温
か
み
が
伝
わ
っ
て

き
て
、
自
分
も
身
近
な
と
こ
ろ
で
ぜ
ひ

木
製
品
を
使
い
た
い
と
い
う
思
い
に
駆

ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

『つるばら村の家具屋さん』

●

茂
市
久
美
子
・
作
　

柿
田
ゆ
か
り
・
絵

●

発

行
　

講
談
社
　

二
〇
〇
四
年

●

対

象
　

小
学
校
中
学
年
か
ら

新
・
誌
上
教
材
研
究
（
隔
月
連
載
）
そ
の
19

子どもにすすめたい「森」の話

　－１冊の本を通して

木製品のよさ　

京都教育大学教授　山
やま

下
した

宏
ひろ

文
ぶみ
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●はじめに

　東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林は，

1894（明治 27）年に千葉県房総半島南東部清
きよすみやま

澄山を

中心とした地域に設置された 330ha余りの東京帝国

大学農科大学演習林がその歴史のはじまりです。現在，

千葉演習林と呼ばれているこの演習林は日本の大学演

習林の嚆
こ う し

矢でもあり，2014（平成 26）年 11月に創

設 120周年を迎えます。東京大学の演習林は，その後，

北海道，東京都，台湾，朝鮮，樺太，埼玉県，愛知県，

神奈川県，山梨県，海南島，静岡県に順次設置されま

したが，海外の演習林は 1945（昭和 20）年の敗戦に

より本学から離れ，国内の演習林も一部はさまざまな

理由から廃止され，2014（平成 26）年現在は 7箇所

32,344haを保有するに至っています（表①）。今回は

120周年を迎える節目の年に寄稿する機会をいただき

ましたので，かつて東京大学演習林の一員であった演

習林についても振り返ってみたいと思います。

●廃止された東京大学演習林

　「代々木演習林」は，千葉演習林，北海道演習林に

次ぐ第 3番目の演習林の一つとして 1902（明治 35）
年 9月に東京府豊多摩郡代々幡村の民有地を購入し

て設置された 4haほどの小さな演習林です。購入当

初は樹木もない「林」とは呼べない様子だったようで

すが，その後内国産・外国産の重要樹種 70種ほどを

植栽した見本試験林が設けられました。演習林として

存在した期間は短く，1926（大正 15）年 8月に前田

利
とし

為
なり

氏の所有地と交換され廃止されました。この前田

利為という人物は，名前からも推測できるように旧加

賀藩主前田家の本家第 16代当主です。現在の東京大

学本郷キャンパスは旧加賀藩の上屋敷跡ですが，

1870年代から 80年代にかけて東京帝国大学の校地

として整備された後も南西側の一部はまだ前田家のも

のでした。この土地を当時の東京帝国大学農学部駒場

校地の一部と交換したのが 1926（大正 15）年で，代々

木演習林もその際の交換用地として前田家のものとな

ったようです。

　「府中演習林」は，代々木演習林と同じ 1902（明治

35）年 9月に東京府北多摩郡府中町の民有地約 15ha
を購入して設置されました。やはり森林という様相で

はなかったようですが，スギの植栽が行われ造林に関

連した試験研究が行われていたようです。東京帝国大

学農学部実科が独立して東京高等農林学校が創設され

た際に同校に移管され，1935（昭和 10）年 8月に演

習林としての使命を終えました。東京高等農林学校は

戦後に東京農工大学農学部となっており，東京都府中

市にある東京農工大学農学部キャンパスが府中演習林

の現在の姿です。同キャンパスにはわずかではありま

すが府中演習林時代から残されたと思われるマツが現

存します。なお，東京農工大学の演習林の一部も後年

東京大学演習林から移管されたもので，ルーツをとも

にする両大学のつながりを感じさせます。

　「箱根演習林」は，1925（大正 14）年 6月に神奈川

県足柄下郡箱根町の御料林を借り入れて設置された

0.2ha弱の極めて小さな演習林です。事務所や艇庫があ

ったということですが，わずか 10年後の 1935（昭和

10）年 5月に帝室林野局に返還され廃止されています。

　「台湾演習林」，「江
こうげんどう

原道演習林」，「全
ぜんらなんどう

羅南道演習林」，

「樺太演習林」，「熱帯林業研究所（海南島演習林）」は

すべて「外地」と呼ばれた地域に設けられた演習林で

す。その面積は広大で最小の樺太演習林でも約

21,000ha，最大の熱帯林業研究所は約 83,000haあり

ました。いずれも 1945（昭和 20）年の終戦に伴い廃

止されましたが，台湾演習林は台湾大学の演習林とし

て，江原道演習林と全羅南道演習林はソウル大学の演

東京大学大学院農学生命科学研究科
附属演習林

石橋整司

東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林企画部長
〒113-8657　東京都文京区弥生1－1－1
Tel 03-5841-8640　Fax 03-5841-5494
E -mail：bashi@uf.a.u-tokyo.ac.jp
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習林として，現在も引き継がれています。

●現在の東京大学演習林

　東京大学演習林では，海外に近い暖帯

林から山岳地の冷温帯林まで，都市林か

ら都市近郊林，里山林，山地林まで，人

工林，再生林，天然林等々バラエティに

富んだ森林を全国 7箇所に配置し管理

しています。年間の大学教育利用は東京

大学内外を合わせて約 2,000人，その他

の教育利用（小・中・高）や研究利用，

見学利用などを含めると年間約 25,000
人になります。

　東京大学演習林の特長の一つは長期に

わたる試験研究が継続されている点です。

吉田試験地と呼ばれている千葉演習林の

人工林成長試験地は 1916（大正 5）年

以来調査を続けていますし，北海道演習

林で 1958（昭和 33）年に開始された一

大天然林経営実験「林分施業法」はすで

に 55年にわたって継続しています。ま

た，愛知にある生態水文学研究所は世界

的にも貴重な山地河川の流量測定を

1925（大正 14）年から継続しています。

こうした試験地に加え，長い歴史の中で

管理してきた森林そのものにも貴重な森

林が多数あります。たとえば伊豆にある

樹芸研究所の 90年生クスノキ人工林や

千葉演習林の浅間山天然林は，日本森林

学会が制定した林業遺産の第 1回認定

10件の中に選出されました。

　さらに，都市の貴重な緑といわれてい

る田
た な し

無演習林，荒川源流沿いの歩道にかつての森林軌

道跡が残る秩父演習林，山中湖の湖畔にあり東京大学

の学生が労働奉仕で整備した富士癒
いや

しの森研究所など，

どの演習林も特徴を持ち地域の産業や生活とのつなが

りを深めてきた歴史を持っています。ちなみに，富士

癒しの森研究所で行われた労働奉仕を学生達が当時大

学で学習していたドイツ語で「アルバイト・ジンスト」

と呼んだことが日本の「アルバイト」の語源といわれ

ています。

●東京大学演習林の今後

　人間ならば還暦 2回分という歴史を持つ東京大学

演習林ですが，この演習林を支えてきたのは「人的資

源」つまり演習林の維持管理に関わってきた多くの教

職員です。他に例のない長期の調査を続けてこられた

のも，大きな面積の森林をきめ細かく管理してこられ

たのも，学生達に多くの教育の場を提供し続けられた

のも，すべて人的資源に恵まれたがゆえです。先達が

守り育ててきた貴重な森林を含む演習林の森林をこれ

からも教育，研究，社会貢献に役立てながら受け継い

でいくのが我々の使命だと信じています。

 （いしばし　せいじ）

《参 考》
東京大学演習林ホームページ
http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/

創設 120年の歴史を支えてきたのは，維持管理に関わる多くの先達！

▼表①　東京大学演習林の地方演習林設置と廃止の経緯

※設置年代順に記載。
※施設名の前に「○」がついている演習林は現存するもの。
※現存する演習林の面積は現有面積，廃止された演習林の面積は記録にある概数。
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　大林組は，事業活動を通じて持続可能な社会の実現

に貢献するため，3つの社会（低炭素社会，循環社会，

自然共生社会）ごとに具体的なアクションプランを定

め Obayashi Green Vision 2050を推進しています。

　このうち，自然共生社会の実現に関しては，大規模

木造建築用の「オメガウッド」や，本稿でご紹介する

「小径木の間伐材を利用した木造システム構法（以下，

ECOサイトハウス）」等の技術を開発しています。

「ECOサイトハウス」は，未利用間伐材の有効活用に

より，国内の森林経営の健全化に資する取組の一つと

して，東京大学生産技術研究所の腰原幹雄教授と共同

で研究開発を進めてきました。

　近年の建設工事における CO2削減の要請や，公共

建築物等木材利用促進法の施行などの背景から，木材

利用によるエコロジカルな建築物の開発を進めていま

す。ECOサイトハウスは，写真①のように需要の少

ない小径木の間伐材（樹齢 20年程度：75mm角）を，

工事現場の事務所や展示施設等の仮設構造物として利

ECO サイトハウス開発の背景と特長

用することで，新しい木材の市場を生み出す可能性が

あります。また，リユース可能な構造として廃棄物を

削減するとともに，高断熱仕様によるエネルギー消費

の削減も見込めます。2013年に神奈川県の工事現場

に写真②のような施設を建設し，仮設の作業員休憩所

として利用しました。利用者 43名に対するアンケー

ト調査から，「木の香りが良い」，「落ち着きがある」，「暖

かみがある」，「自宅にいるように安らぐ」，等の好印

象の意見を得ました。

　ECOサイトハウスの特長は次に示す 4項目です。

（1）小径木の間伐材を構造利用できるシステム構法

　75mm角 の 柱，37.5× 75mmの 横 架 材， 厚 さ

28mmの床・屋根パネル，壁パネルから構成されます。

耐震要素は，木造軸組構法の住宅と同様に耐震壁とし

ています。しかし，住宅に比べて柱が細いため，柱に

大きな負担のかからない耐震性能が要求されます。そ

第４話産業界とともにめざす森林再生の未来

一般社団法人 日本プロジェクト産業協議会（JAPIC）森林再生事業化委員会＊

株式会社大林組

小径木の間伐材を利用した木造システム構法

委員の企業・団体の皆さまの活動の模様をご紹介します！

▲

写
真
②
　

E
C
O
サ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の

　
　
　
　
　

外
観
（
上
）
と
内
観
（
下
）

▲写真①　小径木の間伐材

用途少ない 住宅構造部材に利用

75 角
樹齢 20 年程度

105 角
樹齢 50 年程度

120 角
樹齢 70 年程度

＊事務局：〒103-0025東京都中央区日本橋茅場町3-2-10鉄鋼会館6階　Tel 03-3668-2885　Fax 03-3668-8718
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こで，細い柱の柱頭・柱

脚は断面欠損が最小限と

なるように，図①のよう

な柱に覆い被せる接合金

物を考案しました。考案

した金物の構造性能や耐

力壁の水平抵抗を検証す

るために，実大試験体に

よる各種の構造実験等を

行って，目標性能を確認

しました。

（2）温室効果ガスの削減

　間伐材活用による建築

資材生産時の CO2排出

量削減，森林再生による

CO2吸着力の増加，間伐

材の放置が無くなること

による CO2発生原因の

減少を実現します。100m2の ECOサイトオフィスを

100棟建てると 48,500m2の森林と同程度の CO2を吸

収すると，試算しています。

（3）省エネ手法を組み合わせて消費電力の削減

　LED照明の採用，天窓の設置等，省エネ手法の組み

合わせによって，在来の仮設ハウスと比較して消費電

力を削減します。また，太陽光発電を利用した創エネ

によって，年間の購入電力を最大約 63％削減します。

　さらに，遮熱透光性シートで断熱材を挟んだ特殊外

装材（写真①の開放中の膜材）により，快適な室内環

境を整えつつ，自然エネルギーを活用します。特殊外

装材はジッパーの開閉で容易に着脱可能なため，春秋

季には外気を導入して空調機器の使用を抑制し，晴天

時には日射熱を断熱しつつ昼光を利用して照明の使用

を抑制します。

（4）デザイン性が高く快適な空間を実現

　柱・梁で構成される基本フレームには，耐震壁だけ

でなく，内装材・家具や設備等（インフィル）を自由

に配置できます。寸法体系や部材を共有化することで，

建築と家具が融合したデザイン性の高い快適な空間を

実 現 し ま す。 広 く ゆ っ た り し た 1,200（ 内
うち

法
のり

1,125mm）モジュールの採用により，合理的で自由

な設計が可能です。

　2014年には，工事現場に建設した実大モデルの改

善点等を踏まえ，シンプルな構法に改良しました。こ

れらの研究開発を通して，小径の間伐材（柱径

75mm）を用いた循環利用できる，シンプルで柔軟性

の高い仮設構造物の構築技術を確立しました。今後，

工事現場の仮設事務所のみならず，展示会ブースやイ

ンフィルを含めた間仕切り壁等への応用なども可能で

あると考えています。

　大林組グループは現在，再生可能エネルギー事業に

も積極的に取り組み，太陽光発電は総発電規模

100MWの事業化を目標に掲げています。今後は風力・

地熱発電，そしてバイオマス発電を含む森林資源のカ

スケード利用にも挑戦し，グループ全体で持続可能な

社会の実現に貢献していきたいと考えています。

 （文：水野良治，浜田耕史）

自然共生社会を目指して

● ● 会社概要 ● ●

株式会社大林組
1）所在地： 〒108-8502　東京都港区港南2-15-2
2）設立年月日：1936年12月 　3）資本金：57,752百万円
4）従業員数：8,329名（2014年3月現在）
5）事業内容 ： 国内外建設工事，地域開発・都市開発・海洋開発・環境

整備・その他建設に関する事業，不動産事業ほか

JAPIC とは
産官民学の交流を通じ，民間諸産
業の技術，経験及び活力を糾合し
た業際的協力により，国家的諸課
題の解決を図るシンクタンクです。

Message：学生の皆さんへ
　日本は持続可能な社会の実現に向け，大きく舵を切っています。2020年の東京オリンピック・

パラリンピックに向けて社会資本整備も進みます。国内森林資源の循環利用により，持続可能な社

会の実現によって，日本の思想や優れた技術を世界に PRするチャンスです。共に挑戦しましょう。

▲図①　接合金物
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1 はじめに

　大型で，作業効率の高い林業機械は高額です。

購入を検討しても，その価格を聞いただけで躊
ちゅうちょ

躇

してしまうこともあるかと思います。しかし，経

費計算を行うことによって，必要になる作業量や

生産性を見積ることができれば，冷静な検討が可

能でしょう。ここでは，損益分岐点の観点から，

機械購入前に考えたいことを述べていきます。

2 損益分岐点

　コストの中には，生産量にかかわらず経常的に

発生する経費と，生産量に比例して発生する経費

とがあります。前者を固定費といって，家賃や光

熱水費，固定資産税などといった事務所経費や，

機械の減価償却費，管理費，保険などが該当しま

す。これらは，売上があっても無くても，必ず発

生する経費です。一方，後者は変動費といって，

機械を動かすための燃料費や油脂費，機械消耗品

費，維持修理費，さらには外注費などが含まれま

す。これらは，生産活動を行わなければ発生しな

い代わりに，生産活動を行えば行うほど増えてい

く経費です。

　年間の固定費・変動費と売上との関係を示した

のが図①です。図の横軸は，通常は操業度（売上

高，生産高）で，売上高や販売数量で示すことが

多いのですが，ここではこの後の話の関係上，生

産量で示してあります。図中，破線の下側の領域

が固定費であり，破線と上の実線とに挟まれた領

域が変動費です。固定費は生産量に関係無く一定

で，変動費は生産すればするほど増えることがわ

かるかと思います。生産物が全て売れるならば，

一点鎖線で示したように，売上は生産量に比例し

ます。したがって，生産量が少ない間は売上より

もコストの方が大きいのですが，生産量が大きく

なると売上がコストを超えて利益が生まれます。

図中の実線と一点鎖線で挟まれた領域が利益にな

り，丸印で示したこれらの線の交点を損益分岐点

と呼びます。生産物の単価が高くなって売上を示

す一点鎖線の傾きが大きくなると，損益分岐点は

左へ移動して，より少ない生産量で利益が発生し

ますが，単価が下がると損益分岐点は右へ移動し，

より多く生産しないと利益が発生しません。

　さて，では人件費はどう扱うべきでしょうか？

結論を先に書くと，両方の場合があります。すな

わち，月給制などの固定給の場合は固定費となり，

日当などの時間給や出来高給の場合は変動費とな

ります。日給計算であっても，年間の就労日数が

契約で決められていれば，月毎の人件費は変動し

ても年間では一定なので，固定費と考えられます。

これらの関係を示したのが図②です。人件費の年

間総額が同じであったとしても，これを固定費と

考えた場合には，固定費が大きい代わりに変動費

の傾きが小さい図中の実線になります。一方，変

動費と考えた場合には，固定費が小さい代わりに

変動費の傾きが大きい図中の破線となります。製

品の単価が大きく，売上を示す一点鎖線の傾きが

大きい場合には，人件費を変動費とした場合の方

高額な林業機械の購入に当たり，大きな判断材料となる導入後の
生産量や生産性を見積る方法について解説します！

投資前に損益分岐点から必要な
生産量と生産性を見積ろう

東京農工大学大学院農学研究院 准教授
E-mail：iwaoka@cc.tuat.ac.jp 岩岡正博

政策・研究・技術政策・研究・技術知っておきたい ! 回14第

《技術者コーナー》

森林1409 知っておきたい.indd   26 2014/08/29   17:40:05
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がより少ない生産量で損益分岐点となります。こ

のため，大企業ではコスト削減のために正社員（固

定費）を削減して派遣社員（変動費）で置き替え

ることが生じ，問題となりました。しかし，製品

の単価が小さくなり，売上線の傾きが小さくなる

と，人件費を固定費とした場合の方がより少ない

生産量で損益分岐点となることもあり得ます。雇

用者の身分を安定させ，技術力の高い作業者を確

保するためには，人件費を固定費と見なせるよう

な経営を目指すべきと考えられます。

3 機械の減価償却と損料

　機械などの資産は，時の経過等によってその価

値が減っていく，減価償却資産です。その取得に

要した金額は，取得した時に全額必要経費になる

のではなく，その資産の使用可能期間の全期間に

渡り分割して必要経費とすべきものです。したが

って経理上は，取得した機械等は資産として計上

されて取得に要した金額と相殺され，その後，毎

年資産の価値が減っていく分が経費として計上さ

れます。このため，機械等を購入すると，使用可

能期間は毎年経費が発生します。

　これを生産に必要な経費として計算するために，

建設機械等では損料計算という簡便法が以前より

使われています。損料計算では，減価償却費だけ

でなく，管理費や維持修理費などの機械に関して

発生する直接費を，総稼動日数や総稼動時間で除

して，1日当たりあるいは 1時間当たりの損料を

算出します。「建設機械損料算定表」をご覧にな

ったことのある方もいらっしゃると思いますが，

その中で「運転 1時間当たり損料」と「供用 1
日当たり損料」とが，それぞれ変動費と固定費と

見なされ，次式で算出されます。

運転１時間当たり損料

供用１日当たり損料

＝基礎価格×
標準使用年数

×（1－残存率）＋維持補修費率
1
2

×
年間標準運転時間

1

＝基礎価格×

×
年間標準供用日数

1

＋年間管理費率
標準使用年数

×（1－残存率）
1
2（ ）

　ここで「運転」と「供用」がわかり難いかもし

れませんが，「運転」は現場で実働している時間

であり，「供用」は現場に機械がある期間でその

間の休日も含みます。なお，森林施業プランナー

テキスト中で紹介されている「運転 1時間当たり

損料率」は，「建設機械損料算定表」では「運転

1時間当たり換算値損料率」に相当するもので，

変動費と固定費の合計であり計算式が少し異なり

ます。

▲図①　固定費，変動費，売上と損益分岐点

売上

生産量（m³）

コ
ス
ト
・
売
上
（
円
）

利益

変動費

固定費

損益分岐点

コスト

▲図②　固定費が大きく変動費が小さい場合と固定費が
　　　　小さく変動費が大きい場合のコストと売上　　

売上

生産量（m³）

コ
ス
ト
・
売
上
（
円
）

固定費が大きく
変動費が小さい場合

固定費が小さく
変動費が大きい場合
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4 生産性の影響

　損料は，1時間当たりあるいは 1日当たりとい

った時間で発生します。一方で損益分岐点は生産

量で示しました。この間を継ぐのが生産性です。

ここで，1日当たり変動費を Cv〔円／日〕，1日
当たり生産性を P〔m3／日〕とすれば，生産量

当たりの変動費 v〔円／m3〕は次式で表されます。

　したがって，生産性が高ければ生産量当たりの

変動費は小さくなりますし，生産性が低ければ大

きくなります。

　また，固定費を Ef〔円〕，材単価を a〔円／

m3〕とするならば，損益分岐点における生産量

Vmin〔m3〕を用いて，3者の関係は次式で表さ

れます。

　したがって，年間に必要な生産量 Vmin は次の

ように得られます。

　また，年間の目標稼動日数 D〔日〕が決まれば，

最低必要な生産性 Pmin〔m3／日〕は，Pmin ＝

Vmin ／ D の関係から次のように表されます。

5 高額な機械の影響

　大型で，高額ではあるが生産性の高い機械を導

入すると，どのような影響があるでしょうか。ま

ず，機械の減価償却費が大きくなりますし，基礎

価格に比例して算出する年間管理費も大きくなり

ますので，損料のうち固定費分が増加します。ま

た，大型になると時間当たり燃料消費量が増加す

るので，変動費に影響するでしょう。一方で，生

産性が高いということは，生産量当たりの変動費

が下がります。

　ここで，チェーンソー伐倒，スイングヤーダ集

材，プロセッサ造材を行って，4人 1組で 1日に

20m3生産している作業班に，スイングヤーダに

替えてタワーヤーダを導入する場合を考えてみま

す。固定費としては，現場費用のみで事務所費等

は考えず，損料と人件費を考えます。また変動費

としては，損料に加えて燃料・油脂費を計上しま

す。燃料・油脂費は，機械経費の積算で用いられ

る時間当たり燃料消費率〔L／ kW -h〕に各機械

の機関出力を乗じて求めました。基礎価格等の試

算に用いた諸数値は表①に示す通りです。チェー

ンソーは「建設機械損料算定表」の値を用いまし

た。プロセッサとスイングヤーダは森林施業プラ

ンナーテキスト基礎編に引用されている「高性能

林業機械利用高度化マニュアル」の 0.45m3クラ

ス（旧 JIS）の値を用いていますが，燃料消費率

の算出に必要な機械出力は「建設機械損料算定表」

の旧 0.45m3（新 0.5m3）クラスのバックホウの

値を用いています。タワーヤーダはコンラッド社

KMS 400Uの値ですが，標準使用年数等はスイン

グヤーダの値を流用し，基礎価格は 4千万円とし

ました。

　試算の結果は図③に示す通りですが，元のスイ

ングヤーダのシステムでは，損益分岐点は平均材

価が 10,000円であれば年間生産量 2,684m3であ

り実働 134日で達成可能ですが，8,000円の場合

▼表①　試算に用いた諸数値

機械名称 機関出力
(kW)

基礎価格
(千円 )

標準使用
年数

年間標準 維持修理
費率

年間管理
費率 残存率 燃料消費率

運転時間 運転日数 供用日数
チェーンソー 184 7 60 150 0.85 0.07 0.07 0.45 L/h
プロセッサ 64 18,300 8.5 850 170 260 0.3 0.09 0.14 0.175 L/kW-h1）

スイングヤーダ 64 15,200 8.5 800 160 240 0.2 0.09 0.14 0.175 L/kW-h1）

タワーヤーダ 210 40,000 8.5 800 160 240 0.2 0.09 0.14 0.103 L/kW-h2）

１）バックホウ　　2）ラフテレーンクレーン
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は 3,617m3となり 181日の稼動が必要で，ぎり

ぎりの状態であったと言えるでしょう。一方，タ

ワーヤーダで置き替えた場合の損益分岐点は，生

産性が 20m3／日で変わらなかった場合，平均材

価 10,000円ならば年間生産量 3,566m3実働 178
日でなんとか達成可能ですが，8,000円の場合は

5,047m3実働 252日で天候なども考慮すると極め

て困難な状況でしょう。このとき平均材価

10,000円の場合でも，約 900m3の生産量を新た

に確保する必要があります。しかし，生産性を

30m3／日まで上げることができた場合は，平均

材価 10,000円で年間生産量 3,085m3実働 103日，

8,000円で 4,135m3実働 138日で達成可能です。

この時新たに確保しなければならない生産量は，

平 均 材 価 10,000円 で 約 400m3，8,000円 で 約

500m3です。

　また，目標稼動日数を 160日，200日，240日
とした場合の，材価に対する最低必要な生産性を

図④に示します。ここでは事務所費などの現場以

外の固定費を考慮していませんから，実際にはよ

り高い生産性が必要となりますが，目安は読み取

れると思います。ただし，ここに示した生産性は，

システムの生産性であり，機械 1台 1台の労働

生産性はさらに高くなければならないことに注意

してください。

6 おわりに

　このような計算を行えば，高額な機械を購入す

る前に，機械の価格に基づいて必要となる事業量

や最低必要な生産性を推定することが可能です。

　ただし現実には，1つの現場でこれらの量を全

て生産できるわけではなく，複数の現場へ機械を

移動させて稼動させることになります。したがっ

て，機械の搬入や搬出の日程がさらに必要となり，

また機械回送の経費も現場の数に合わせて変動費

として加わります。このようなことや，さらに事

務所経費も含めて考慮した上で，機械購入に臨む

べきです。その時も，基本となる考え方は，ここ

で示したものと同じです。さて，その機械，購入

しても大丈夫でしょうか？

 （いわおか　まさひろ）

▲図③　スイングヤーダシステムとタワーヤーダシステム
　　　　の損益分岐点　　　　　　　　　　　　　　　　

▲図④　平均材価に対する最低必要な生産性
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GPS，RS，GIS 技術の森林管理業務への
応用に関する研究とその普及

富山県農林水産総合技術センター 森林研究所 副主幹研究員 小
こばやし

林裕
ひろ

之
ゆき

　GPS，RS，GISは比較的新しい技術であり，森林管理業務でどこまで活用できるのかが

十分明らかになったとは言えなかった。そこで，これらの技術を森林管理業務で利用する

ための基礎的な研究を行い，その活用法を明らかにし，業務効率化に取り組んだ。

　まず，森林内での GISの測位実験により，単独測位や DGPS方式の GPS受信機が森林

内でも十分な精度で測位できることを明らかにし，林分の特定やナビゲーションには単独

測位，単木の特定には DGPS，というように装備や精度を考慮しながらこの両者を使い分

けることを提唱した。

　また，森林管理分野でこれまで用いられてきたアナログ空中写真を，GIS時代に適した

デジタル正射写真へ変換するには，単写真と既存の数値標高データ（DEM）を用いる方法

が最も適しており，市町村管内図等の小縮尺地形図と DEMを使用して標高値付基準点を

取得し，市販の DEMを使用してオルソ変換と地上基準点（GCP）の修正を繰り返して目標

精度を達成し，簡易デジタル正射写真を効率的に作成する手法を確立した。そして，その

手法を利用して過去の空中写真をオルソ変換し，GISソフトウェアのオブジェクトベース解

析機能で区画線を発生させることにより，植栽時期の違いによる造林地を抽出することが

でき，それが現在では不明瞭になってしまった森林境界の復元に貢献できる可能性を示した。

　さらに，森林管理業務に必須の森林計画図などの画像データや林班界，小班界などのベ

クトル型データを，業務用 GISソフトウェアを使用してフリーソフト用データやハンディ

GPS用データへ変換する手順を明らかにし，ノート PC，GPS内蔵 PDA，ハンディ GPSや
デジタルカメラ等を組み合わせた現地調査での利用法を提言し，論文や普及書等で公表した。

受賞された方々の業績を紹介します第59回

森林技術賞 　本会は，森林技術の向上や林業の振興に貢献し，広
く普及されたと認められる業績に対し，毎年「森林技
術賞」を贈呈し，表彰しております。
　平成 25 年度についても募集を行い，各方面から推
薦された業績の中から，2014 年 4 月に厳正な審査を
行った結果，森林技術賞 2篇が選出されました。
　なお，各受賞者のご所属は，応募時のものです。
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トドマツ人工林における根株腐朽の発生状況把握と
被害軽減技術の開発

（地独）北海道立総合研究機構 森林研究本部
林業試験場 主査（病虫） 徳

とく

田
だ

佐
さ

和
わ

子
こ

　材質腐朽病は木材腐朽菌によって生立木の材が侵される病害で，特に根株腐朽は価値の

高い一番玉の劣化や二次的な風倒被害をもたらすことから経済的な損失が非常に大きい。

森林管理上大きな問題となりうることが予想されながら被害が顕在化しにくいため，これ

まで実態や被害回避法が明らかになっていなかったトドマツ人工林における根株腐朽被害

について，関連機関の協力を得ながら全道の道有林および一般民有林を対象に 13,288本
にもおよぶ大規模調査と解析を行い，被害状況の把握と被害軽減技術の開発に取り組んだ。

　その調査・解析の結果，トドマツの 26.3％に根株腐朽被害が発生し，林分によりばら

つきが大きいながらも，高齢化するにしたがって指数関数的に本数被害率が高くなること

を明らかにした。また，被害の約 3割が根株付近の損傷に起因していることを突き止めた。

この被害に影響する要因について統計モデルを用いた解析結果から，林分ごとの発生確率

が推定可能な予測式を完成させ，林齢と木口面の腐朽面積，腐朽面積と腐朽高の関係を明

らかにしたことにより，任意の林齢における腐朽材積と経済的損失の試算も可能となった。

　さらに，DNA解析を用いた森林総合研究所との共同研究により，著しい被害を起こし

ていた菌が欧州で最も問題視されているマツノネクチタケと同種であること，また，日本

産マツノネクチタケ属菌 3種については，分類学的検討を行い，2種が新種であることを

明らかにした。そして，このマツノネクチタケのトドマツ人工林における伝搬様式を調べ，

欧州とは異なる感染拡大様式に依存することを明らかにしたうえで，薬剤に頼らず北海道

の施業に取り込める防除法を初めて提示した。

　これら一連の研究は，経済的な影響が大きいトドマツ人工林根株腐朽被害の全道的な実

態把握・被害発生予測ならびに主要な病原菌の同定・分類学的検討・生態調査，防除法開

発を一挙に行ったものであり，北海道の森林を管理する技術として非常に貴重なものであ

る。また，研究が遅れていたアジア産同属菌の系統および形態，塩基配列，生態に関する

情報をまとめて国内外に公開できたことの意義は高く，成果の普及・応用に結びつく基礎

研究としての成果も十分である。この成果は，森林施業に係る施策等にも反映されている

ほか，森林所有者の意識改革にも結びつくなど，森林技術に対して研究のみならず，社会

的にも多大な貢献を果たしている。

　これらの研究成果は，森林管理業務での GPSや GIS，デジタル正射写真の利用促進に大

きく貢献した。また，近年大きな課題となっている森林境界明確化問題の解決を手助けす

るために，平成 25年には，多時期のデジタル正射写真を中心とした，GPS，RS，GIS技
術を利用する「森林境界明確化支援システム」を地元森林組合と共同開発し，研究発表や

講習会，地元説明会を行い，その利用普及にも努めている。
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　挿し木苗の養成には今日まで様々な手法が試み

られ，なるべく簡便な方法で活着率を高めること

に力点が置かれてきている。また，挿し木といえ

ば，その床土には通常鹿沼土が用いられている。

今回は，その鹿沼土以外に，空き地の土など，ご

く普通の土を用い，そこに木炭を混合することに

よって，土壌改良とともにどの程度活着率を高め

ることができるかを調べた事例を紹介したい。

　なお，本報の一部は，第 125回日本森林学会

大会（2014年 3月，さいたま市）の「造林分野」

で発表した。

　供試材料は，ポプラの挿し穂（20cm）を用い，

カラマツ，ナラ，オガ粉（ナラ材のオガ粉を固め

たもの）の各木炭をそれぞれ 50gずつ，深さ 20
×縦 20×横 60cmの大きさのプランターに入れ

た鹿沼土，普通土（農大構内の空き地の土）の床

土に混合し，5本ずつ 2列に，約 10cm間隔で挿

し付けた（写真①）。カラマツ，ナラの各木炭は，

樹幹部ではなく枝を炭にしたものであり，長野県

の上伊那森林組合でつくられたもの，オガ炭は市

販のものを使用した。挿し付けは 2013年 5月上

旬に行い，潅
かん

水
すい

は 1日おきに 2リットル与えた。

10月下旬に掘り取り，各床土の挿し木苗の成長

を観察し，比較を行った。

①活着率：まず挿し木の活着率を図①に示す。鹿

沼土の挿し床では，カラマツ炭を施用した区では

90％，ナラ炭施用区 85％，オガ炭施用区 85％，

対照区 65％の結果となり，いずれも木炭を混合

した床土での成績が良好であった。一方，普通土

の挿し床では，カラマツ炭施用区 70％，ナラ炭

施用区 10％，オガ炭施用区 5％，対照区 30％と

の結果となり，特にカラマツ炭施用区では対象区

1．はじめに

2．方法

3．結果と考察

床土に木炭を施用した挿し木苗の養成試験

東京農業大学地域環境科学部森林総合科学科 教授
Tel 03-5477-2269　Fax 03-5477-2267　E-mail：bigrock1964@hotmail.com 上原　巌

会員の広場

▲写真①　左：実験に用いた木炭。左からカラマツ炭，ナラ炭，オガ炭。
　　　　　右：プランターでの挿し木苗養成の様子

森林1409会員の広場 上原氏.indd   32 2014/08/29   17:51:30



森林技術　No.870　2014.9 33

での 2倍以上の活着率向上

の結果となった。しかしなが

ら，ナラ炭，オガ炭混合区で

はむしろ活着率は低下した。

　鹿沼土，普通土との比較で

は，腐朽菌が少ないとされ，

排水性もよい鹿沼土での活着

率が全体的にやはり良好であ

り，木炭混合の観点では，鹿

沼土，普通土ともに，カラマ

ツ炭を混合した床土での活着

率が良好な結果が得られた。

②土壌三相の変化：掘り取り

時の土壌の気相，固相，液相

の三相の変化を図②に示す。

　普通土では，対照区ではほ

とんど気相がみられず，カラ

マツ炭施用区で 15％，ナラ

炭施用区で 7％，オガ炭施用

区で 10％程度の気相がみら

れ，木炭混合の効果が若干う

かがえた。先にカラマツ炭施

用区の活着率が高かったこと

を示したが，その理由の一つ

に，気相を最も増加させたこ

とが関与していたことが推察
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▲図①　各床土の活着率（％）の比較

▲図②　掘り取り時の各床土の土壌三相
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される。しかしながら，いずれの木炭も排水性を

大きく改善するには至らず，挿し木の一般的な生

育条件としては，不適な条件であったと言える。

　また，鹿沼土においては，普通土と比較して，

全体的に気相が多く液相が少ない結果となり，こ

れらは鹿沼土の本来の性質を示しつつも，さらに

カラマツ炭施用区，オガ炭施用区では対照区より

も気相が若干高まり，液相が減少する結果となっ

た。

　これらのことから，木炭の施用は土壌三相の改

善にある程度は作用したものと考えられる。

③土壌菌コロニー数の変化：図③に秋季の掘り取

り時の土壌菌のコロニー数の数を示す。普通土で

は，対照区よりも，カラマツ，ナラ，オガ炭の木

炭施用区の方が少ない結果となり，逆に鹿沼土で

は，カラマツ，ナラ炭施用区ではコロニー数が対

照区の約 2倍となり，オガ炭では逆に少ない結果

となった。つまり，木炭を施用することで，有機

物が多い普通土の場合は菌を減少させ，もともと

有機物が少ない鹿沼土の場合には菌を増加させる

傾向がみられた。

④電子顕微鏡での断面比較：今回は電子顕微鏡を

使い，断面の観察も行った。写真②は，カラマツ

炭，ナラ炭のそれぞれ木口面の 110倍の写真で

ある。ナラ炭には道管などの大きな空隙がみられ，

カラマツ炭では，全体的に空隙が多い構造になっ

ていることがわかる。もともと気乾比重がカラマ

ツは 0.53，ミズナラは 0.67なので，カラマツの

方がより隙間の多い組織構造となっていることが

木炭構造にも現れている。また，オガ炭の断面の

拡大写真を写真③に示す。カラマツ，ナラの木炭

には空隙があるが，オガ炭は木材のおが粉を人工

的に固めたものであるため，隙間がほとんどみら

れない。この基本的な構造の違いもまた土壌孔隙，

水分吸収，菌類の繁殖の増減の差異に影響を及ぼ

したものと考えられる。

　以上のことをまとめると，木炭を施用した効果

としては，

①活着率：カラマツ炭で施用効果（活着率 70％）

が認められた。

②土壌三相：普通土で気相を若干増加させる効果

あり。
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▲図③　掘り取り時の土壌菌コロニー数（個）の比較
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③菌のコロニー数：鹿沼土では増加，普通土では

減少傾向を示した。

　木炭の種類や量，大きさ，形状，混合方法など

によっても，これらの結果はさらに異なることが

予想される。

　挿し木の活着率の向上には，まだまだ様々なア

プローチが考えられる。読者諸氏の追・再試験を

乞う次第である。 （うえはら　いわお）

　
会員の皆様からの原稿をお待ちしております。

●誌上仕上り 2～ 4頁程度におまとめ願います。
●原稿分量は，図表写真込みで 2,800 ～ 6,000 字以内を目途として下さい。
●原稿は，例えば「ワード」などにまとめ，メール添付にて担当までお送り下さい。
●投稿原稿は，編集担当及び内部査読者によって，拝読いたします。
●この場合の「査読」は，いわゆる学術誌におけるそれとは若干趣旨が異なります。
●普及誌向けの内容，体裁，分量などに重心を置いて拝読します。
●掲載可否のご返答までに，1か月程度お時間を頂戴します。掲載時期はお任せ下さい。
●掲載となりましたら，図表写真の個別元ファイルの送付依頼を当方よりご連絡します。
●連絡・問合せ先：一般社団法人 日本森林技術協会 管理・普及部 「森林技術」編集担当
　〒102-0085　東京都千代田区六番町 7　Tel 03-3261-5414（吉田），03-3261-5518（一・馬場）
　Fax 03-3261-5393（フロア共通） E -mail：edt@jafta.or.jp（編集担当共通）

「会員の広場」原稿募集

▲写真②　放射断面（木口面）の電子顕微鏡写真（110 倍）
左：ナラ炭　右：カラマツ炭　　 　

▲写真③　オガ炭の電子顕微鏡写真（75倍）
　ナラ炭，カラマツ炭のような空隙がみられない
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●コラム●

　「エコシステム・マネージメン

ト」は 1998年度林業白書での紹

介以来，行政やビジネスの分野で

多く用いられている。この言葉は

生態学的管理経営，総合資源管理，

景観生態学，流域管理等とも呼ば

れているが，資源の生態的な特徴

や機能の持続的な保全・確保によ

り，未来の世代までの便益享受を

目標とする天然資源管理の生態的

アプローチを指すもので，1990
年代の米国の天然資源管理政策の

歴史の中から産み出されたものと

いう。本書は適正な資源管理には

多くの人々の力を必要とすること

から，生物，物理学的観点だけで

はなく政治経済的な影響も含めて

考えるべきという立場であり，「エ

コシステム・マネージメント」を

人間，自然，科学，そして政治的

森を訪れ，「見て」「歩いて」「体

験する」のに必要な情報が，わか

りやすく簡潔に，配置されていま

す。さらに，それぞれの森を的確

に説明・紹介する多くの美しいカ

ラー写真が，森への気持ちを後押

しします。また国土地理院 2万
5000分の 1地図に加筆されたコ

ース図は，現地で役立ちます。

　紹介されている森には，一般に

広く知られている都市部や市街地

周辺に存在するものもありますが，

「〇×県民の森」といった一見親

しみやすい名前ながら，観光地化

されていないため，公共交通機関

があまり整っておらず訪れるのに

少々苦労する場所など，バリエー

ションに富んだ多彩な森が紹介さ

れています。中には訪問・見学に，

事前の許可が必要な場所もありま

　古来より仕事や生活のための場

所であった森。その森がレクリエ

ーションの場としても活用される

ようになったのは，最近のことだ

といわれています。

　レクリエーションとして，森の

魅力に触れ，体験する。その案内

人となるのが，「森の目利き」で

ある森林インストラクターの皆さ

ま方です。そんな日本各地の森林

インストラクターの方々が，それ

ぞれ地域推奨の森を選定し，その

最大公約数の森林をこのガイドブ

ックで紹介しています。

　選定された 100箇所の森は，

それぞれ見開き 2ページで紹介

されています。統一されたレイア

ウトの中に「ポイント」「森の観

察ガイド」「森林の特徴」「歴史や

文化」「現地へのアクセス」など，

な枠組みの中でとらえ資源管理が

どのように改善されていくかを問

う。さらには功利主義的な価値に

重点を置いた従来の保続資源管理

との違いを成立までの歴史を踏ま

えて分析することによって哲学的

な基礎概念と政治・経済的な意義

や機能を明らかにしている。

　著者は「エコシステム・マネー

ジメント」を行政（政治）の中で

どう位置づけるかに取り組んだ

方々である。記述は具体的で「エ

コシステム・マネージメント」に

ついて学びたい実務者，学生，行

政官，NGO，企業人などに最適

の書であるが，先般，公表された

「生物多様性保全に関する日本製

紙連合会行動指針」との併読をお

奨めする。この指針はわが国にお

ける「エコシステム・マネージメ

本
の
紹
介

ハンナ・J・コートナー　マーガレット・A・ムート 著
上河　潔 訳

エコシステム・マネージメント
の政治学

発行所：（株）青山社
　　〒 252-0333　神奈川県相模原市南区東大沼 2-21-4
　　TEL 042-765-6460　FAX 042-701-8611
　　2014 年 5 月発行　A5 判　202 頁
　　定価（本体 2,381 円＋税）　ISBN978-4-88359-323-1

本
の
紹
介

（一社）日本森林インストラクター協会 編著

日本森林インストラクター協会選定

日本の森 100
発行所：（株）山と溪谷社
　　〒 102-0075　東京都千代田区三番町 20 番地
　　2014 年 6 月発行　A5 判　224 頁
　　定価（本体 1,980 円＋税）　ISBN978-4-635-78005-6
　　（お求めは書店にて）
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す。簡単に行ける森だけでなく，

手間や苦労をしてでも，見てもら

いたい，見に行く価値のある森が

あるのだと言う紹介者のこだわり

が，それぞれのページから伝わっ

てきます。

　日本百名山を巡る方々がいるよ

うに，この本に紹介されている魅

力的な 100の森を巡ってみては

いかがでしょうか。どんな写真や

情報も実物や実体験にはかなわな

いものです。

 （日本森林技術協会／一 正和）

ント」の実践例であり，その中の

「森林の管理経営計画の実施にあ

たって生物多様性の保全について

定期的にモニタリングするととも

に，その結果をフィードバックし

て管理経営計画を改善するエコシ

ステム・マネージメントの実施に

努める」は，「エコシステム・マ

ネージメント」が何かを明らかに

している。この指針のアドバイザ

ーの一人が本書の翻訳者上河 潔

氏である。

 （日本森林技術協会／関　厚）

（
☆
森
林
や
木
材
を
使
っ
て
、
東
北
の
復
興
に
取
り
組
む
人
や
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
投
稿
募
集
中
！

）

●シリーズ　木
き

っと復興通信●

　津波により被災した海岸防災林地域は，2012 年度より国の

直轄事業により盛土工事が始められた。当法人が進める「海岸

林再生プロジェクト」では，3m の盛土基盤造成が完了した箇

所に，4 月から 5 月にかけ本年度分 15ha・約 75,000 本のクロ

マツ植栽を実施した（内陸部に一部広葉樹植栽）。海岸での植

栽は過酷な条件下にあるため，枯損が生じることを覚悟しての

植栽であった。7 月に入り植栽木のランダムサンプリング調査

により活着率を調査した結果，98.4％が活着生育していた（枯

損率 1.6％）。植栽して 2 ～ 3 ヵ月の結果ではあるが，今のとこ

ろ非常に良好な成績であると考えている。これは，植栽を地元

の林業のプロに，植栽後の保育管理をボランティアにと分業に

した点にあったと考える。

　さらに，以下のような技術的工夫を施した。①植栽した苗は

すべて植栽直前に液肥を入れた吸水ポリマーに漬け込んだこと

（当法人では内蒙古沙漠化防止プロジェクトで吸水ポリマーに

より活着を向上させている実績がある）。②植栽地の盛土は，

堅密な締まった腐植の乏しい土壌母材である。そのため，地表

に敷き詰められたチップを取り除き，良く耕
こう

耘
うん

し，苗木を持っ

て 7 分目程度土を埋めて両足で踏み固め，さらにその上に土を

盛って踏みつけ，最後にはチップで覆うことを徹底させたこと。

③風が強いため植栽木と土の間に空隙ができる。乾燥で根付き

が悪く，風で倒伏する危険性もあるので，しっかり「根踏み」

を行い，また，水分の蒸散を防ぎ，地温の上昇低下を防ぐため

に「チップ寄せ」作業も頻繁に行ったこと。この作業を 3 ヵ月

で約 1,000 人ものボランティアの方々に，一本一本丁寧に実施

していただいたことも大きい。④梅雨期間（6 月）には，プロ

の方々に全木有機質化成肥料を施してもらったこと。

　まさに当プロジェクトならではの「プロとボランティアの協

働」による進め方が，順調な生育へ導いていると自負している。

 （吉田俊通・清藤城宏 / 公益財団法人オイスカ）

失われた海岸林の再生を目指して

活着は順調‼

その 24

▲順調に育つクロマツ
　　　（7 月 19 日撮影）
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●年会費　　個人の方は 3,500 円，

団体は一口 6,000 円です。なお，

学生の方は 2,500 円です。

●会員サービス　　森林・林業の

技術情報や政策動向，皆さまの

活動をお伝えする，月刊誌「森

林技術」を毎月お届けします。

また，カレンダー機能や森林・

林業関係の情報が付いた「森林

ノート」を毎年 1冊無料配布し

ています。その他，協会が販売

する物品・図書等が，本体価格

10％ offで入手いただけます。

会員募集中 !

お問い合せ先

●会員事務／森林情報士事務局

　担当：三宅 Tel 03-3261-6968
 ：miyake2582@jafta.or.jp

●林業技士事務局

　担当：高
たか

 Tel 03-3261-6692
 ：jfe@jafta.or.jp

●本誌編集事務／販売事務

　担当：吉田（功），一
いち

，馬場

 Tel 03-3261-5414
（編集） ：edt@jafta.or.jp
（販売） ：order@jafta.or.jp

●総務事務（協会行事等）

　担当：塩永，細谷，伊藤

 Tel 03-3261-5281
 ：m-room@jafta.or.jp

Fax 03-3261-5393（上記共通）

● 8月 1日にオープンした『日林協デジタル図書館』では，当協会

が過去に編集・刊行した著作物（印刷物）を順次公開して参ります。

● 公開予定の著作物は，公開前にその題名と著作者名を一覧にして当

協会WEBサイト「お知らせ」欄に掲載いたします。著作者の方々

でご異議やご意見等がございます場合は担当までご連絡下さい。

担当／一
いち

正和　 ：dlib@jafta.or.jp
Tel 03-3261-5518　Fax 03-3261-5393

● “森林土木”部門と“作業道作設”部門の資格要件審査による認定

について，申請の受付を終了しました。

● メールマガジン　当協会では，会員の方を対象としたメールマガジ

ンを毎月配信しています。どうぞご参加下さい。

　 配信をご希望の方は，当協会WEBサイト《入会のご案内》→《入

会の手続き》→《情報変更フォーム》にてご登録下さい。

● 異動・転居に伴う会誌配布先等の変更　これについても，上記にて

行えます。なお，情報変更を行うには，会員番号が必要となります。

会員番号は，会誌をお届けしている封筒の表面・右下に記載してお

ります。

お問い合せはこちら　→　 ：kaiin_mag@jafta.or.jp

● 原稿　皆様からの投稿を募集しています。編集担当までお気軽にご

連絡下さい。連絡先は右記を，詳細は p.35を参照願います。

● お話　原稿というと少々荷が重く感じられる方々でも，小耳に挟ん

で印象深く心に残っている事柄をお持ちなのではないでしょうか。

よろしければ，皆様の小耳情報をぜひお聞かせ下さい。そのお話が，

思いもかけない課題に発展したり，思いもかけない場面の打開策と

して大いに役立つ，かもしれません。

● 催し・新刊図書　催しの予定，新刊図書案内なども歓迎します。

『日林協デジタル図書館』著作者の皆様へ

林業技士（資格要件審査受付終了）

日林協のメールマガジン・会員登録情報変更について

「森林技術」の原稿・お知らせ募集

　私は筍の産地の生まれで，周囲に
は竹林が多く，幼い頃すでに放置竹
林もありました。昼間でもより一層
暗い放置竹林のそばを通る時は，怖
くて急ぎ足になった記憶があります。
そんな放置竹林を増やさないよう管
理を続けていくためには，まず『利
用』です。古くからの竹との付き合
い方を見直すことはもちろん，新し
い利用方法の定着がその鍵になるの
ではないでしょうか。 （mtnt）

編集後記

〔普通会費 3,500 円・学生会費 2,500 円・団体会費 6,000 円／口〕
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森林分野 CPD（技術者継続教育）

森林分野 CPD は森林技術者の継続教育を支援、評価・証明します

森林技術者であればどなたでも CPD 会員になれます！！

☆専門分野（森林、林業、森林土木、森林

環境、木材利用）に応じた学習形態

①市町村森林計画等の策定、②森林経営、③造林・

素材生産の事業実行、④森林土木事業の設計・施

工・管理、⑤木材の加工・利用 

等に携わる技術者の継続教育を支援 

☆迅速な証明書の発行

①迅速な証明書発行（無料）②証明は、各種資格

の更新、総合評価落札方式の技術者評価等に活用 

☆豊富かつ質の高いＣＰＤの提供

①講演会、研修会等を全国的に展開

②通信教育を実施 

③建設系 CPD 協議会との連携 

☆森林分野 CPD の実績

CPD 会員数 5,200 名、通信研修受講者  

2,400 名、証明書発行 1,800 件（H25 年度） 

☆詳しくは HP 及び下記にお問合わせください

一般社団法人森林・自然環境技術者教育会（JAFEE）

ＣＰＤ管理室（TEL：03-3261-5401） 

http://www.jafee.or.jp/ 

東京都千代田区六番町７（日林協会館） 
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東京都中央区八重洲二丁目４番１号
TEL :03–5299–8225  FAX:03–5299–8285

好評‼

日本森林技術協会の販売・取扱い品から

☆お問合せ・お求め先
〒 102-0085　東京都千代田区六番町 7　日本森林技術協会　販売係

Tel 03-3261-5414　Fax 03-3261-5393　E -mail：order@jafta.or.jp

☆お求めの際は，品名・数量・お届け先（〒番号，住所）・お名前・電話番号を明記してください。
☆書類宛名書きにご指定がある場合はその旨を，また，会員の方は「会員番号」をお書きください。
☆書類はお品と別送になる場合があります。

安全対策グッズです！☆今月のご案内は

□　ハチ・クマ・ヒル対策品（送料別途）

　　　ID 262101　ハチノック S（100ml） 一般価格：1,020 円＋税

会員価格：  918 円＋税

　　　ID 262201　毒吸引具（インセクトポイズンリムーバー） 一般価格：1,100 円＋税

会員価格：  990 円＋税

　　　ID 263101　熊撃退スプレー（230g） 一般価格：9,600 円＋税

会員価格：8,640 円＋税

　　　ID 264101　ヒルよらん（100ml） 一般価格：  900 円＋税

会員価格：  810 円＋税

森林1409表3対向.indd   40 2014/09/01   17:31:12



『チャレンジ木造』－木の良さ等の PR 映像－のご案内
林野庁【木材利用ポイント事業】地域材利用に関する広報事業の一環として，

「木の良さ等の PR 映像」を制作しました。ぜひご覧ください。
チャレンジ木造　木造建築への招待状（You Tube）

https://www.youtube.com/playlist?list=PL4lY5MkEz2YA6I9ie951Q-VF4OU9qm26U
＊内容：事例集（見てみたかった木の家 12 選），建築士も聞きたかった木造の話，木材と山の話。
＊制作：NPO 木の建築フォラム，制作統括：公益社団法人国土緑化推進機構，著作：林野庁

NPO木の建築フォラムからのお知らせ

2014 年度 第 17 回木造耐力壁ジャパンカップ 開催案内

　木造耐力壁ジャパンカップは，実物大の木造耐力壁を組立て，足元を固定した状態でどちらか

一方の壁が破壊するまで，桁
けた

を互いに引き合わせて対戦させるイベントです。

　今年度は一般公募 12 体によるトーナメント戦を予選 9月 27 日（土）・28 日（日），決勝戦 10 月

5 日（日）に，日本建築専門学校（静岡県富士宮市）で開催します。

　予選，決勝ともどなたでも観戦することができます。皆さま，ぜひご来場ください。

　　■主 催　NPO木の建築フォラム 木造耐力壁ジャパンカップ実行委員会

　　■後 援　公益財団法人 日本住宅・木材技術センター

日　程

　　開 催 日

　　　　　　　9月 27 日（土）予選 1日目　6体分の施工時間計測と対戦

　　　　　　　9月 28 日（日）予選 2日目　6体分の施工時間計測と対戦

　　　　　　　10 月 5 日（日）決　勝　戦　予選を勝ち抜いた 6体によるトーナメント戦

　　日本建築専門学校　　住所：〒 418-0103　富士宮市上井出 2730 番地の 5

ルール等の詳細／エントリーシート等について

　　Web 上で公開する要項をご覧ください。

　　〔URL〕http://be-do-see.com/tairyokuhekiJC/press/

開催場所

NPO木の建築フォラム事務局
〒 112-0004　東京都文京区後楽 1-7-12 林友ビル 4F
Tel 03-5840-6405　Fax 03-5840-6406
E-mail：offi ce@forum.or.jp　http://www.forum.or.jp/

お問合せ先

平成 26 年度 イベントのご案内
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